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序　　文

宮崎県教育委員会では椎畑バイパス建設に伴い平成元年から5カ

年にわたり路線予定地内の埋蔵文化財の確認および発掘調査を実施

してきました。本書は、打扇遺跡、早日渡遺跡、矢野原遺跡、並び

に蔵田遺跡から出土した遺構と遺物を収録したものであります。

調査によって、縄文時代早期の遺構や遺物のほか、これまで五ヶ

瀬川上流域で出土例の少なかった先土器時代の良好な資料が検出さ

れ、大きな成果を得ることができました。

本書が、埋蔵文化財への理解と認識を深める一助となるとともに、

合わせて研究資料としても活用いただければ幸いです。

調査に際し、延岡土木事務所、北方町教育委員会、調査指導の先

生をはじめ、地域の方々のご協力に対し、心から感謝申し上げます。

平成7年3月

宮崎県教育長

田　原　直　虞



例　　言

1．本書は、宮崎県教育委員会が一般国道218号椎畑バイパス建設に伴い、延

岡土木事務所の依頼を受けて実施した4遺跡の発掘調査報告書である。

2．遺跡の調査は、平成元年度、平成3～5年度にかけて実施し、その調査報

告は平成6年度に行った。

3．発掘調査の期間および調査体制は、第I章第1節のとおりである。

4．矢野原遺跡、蔵田遺跡の地形測量図および遺物取り上げには、コンピュー

ター・システムを使用した。

5．遺跡の空中写真は、スカイ・サーベイ一に委託した。

6．土器の色調については「新版標準土色帖」に拠る。

7．本書に使用した位置図は、国土地理院発行の5万分の1図をもとに作成し、

遺跡周辺地形図については、延岡土木事務所から提供を受けたものを基礎と

している。

8．本書の執筆は、各遺跡の発掘調査担当の調査員が行い、その外第I章第1

節を谷口武範、同第2節を山田洋一郎が当たった。

また、矢野原遺跡の縄文時代石器についての、実測・製図・執筆は日高広

人民（県文化課）にお願いした。

9．矢野原遺跡の調査において、長友恒人、西川浩司先生（奈良教育大）に焼

礫の年代測定をお願いし、玉稿をいただいた。

10．遺物は、宮崎県総合博物館埋蔵文化財センターに保管している。
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第I章　はじめに

第1節　調査に至る経緯

椎畑バイパスは、県北地域の交通網整備の一貫として、延岡土木事務所によって計画されたもので、それ

にともない、延岡土木事務所より県文化課に埋蔵文化財の有無の照会があった。文化課では予定路線内の分

布調査及び試掘調査を実施した結果、数箇所の遺跡の所在が確認され、道路建設により遺跡に影響が及ぶこ

とが予想された。そこで、文化課と延岡土木事務所による協議を行い、施工上現状保存が困難な部分につい

て記録保存のための発掘調査を行うことになった。

調査は、延岡土木事務所の依頼により平成元年度から平成4年度までの間に実施したが、その後バイパス

建設とともに行われる、県営は場整備事業に伴う北方町教育委員会の発掘調査において傾斜地にも住居跡が

数多く検出されたため、再度路線予定地を試掘した結果、1遺跡（蔵田遺跡）を確認し平成5年度に調査を

実施した。

各遺跡の発掘調査の期間および調査体制は、以下のとおりである。

打扇（うつぎ）遺跡

調査地　　北方町大字巳字打扇

期　間　　平成元年10月12日～平成元年11月8日（第1次調査）

平成4年9月1日～平成4年9月22日（第2次調査）

調査員　　近藤　協　　長友郁子

早日渡（はやひと）追跡

調査地　　北方町大字巳174番地　外

期　間　　平成2年1月16日～平成2年3月20日

調査員　　長津宗重

矢野原（やのはる）遺跡

調査地　　北方町大字辰字矢野原

期　間　　平成4年2月14日～平成4年3月28日（第1次調査）

平成4年4月13日～平成4年9月3日（第2次調査）

調査員　　山田洋一郎　　谷口武範

蔵田（くらた）遺跡

調査地　　北方町大字辰字蔵田

期　間　　平成5年6月14日～平成5年10月7日

調査員　　山田洋一郎
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調査の組織

調査主査　県教育委員会

教　育　長　　児　玉　郁　男（平成元～2年度）

高　山　義　孝（平成3～5年度）

田　原　直　虞（平成6年度）

教育次長　　増　井　彬　宏（平成元～2年度）

安　田

八　木

高　山

宮　路

中　田

文　化課　長　　久　徳

梨　岡

長　友

甲　斐

天　祥（平成3～4年度）

洋（平成5年度～）

義　孝（平成元～2年度）

幸　雄（平成3～4年度）

忠（平成5年度～）

菊　雄（平成元年度）

孝（平成2年度）

巌（平成3年度）

教　雄（平成4～5年度）

江　崎　富　治（平成6年度～）

同課長補佐　　片野坂　次　男（平成元年度）

串　間　安　囲（平成3～4年度）

田　中　雅　文（平成5年度～）

庶務係　長　　小　倉　茂　光（平成元～2年度）

税　田　輝　彦（平成3～5年度）

高　山　恵　元（平成6年度～）

埋蔵文化財係長　岩　永　哲　夫（平成元～4年度）

主幹兼埋蔵文化財　岩　永　哲　夫（平成5年度～）

第1係長

主　　査　　近　藤　　　協（現宮崎県総合博物館）

長　津　宗　重（現宮崎県総合博物館埋蔵文化財センター）

谷　口　武　範

主任主事　　山　田　洋一郎

主　　事　　長　友　郁　子（埋蔵文化財第2係）
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第1図　遺跡位置図（1：10′000）
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第2節　位置と歴史的環境

打扇遺跡は、北方町巳900（字尾迫）に、早日渡遺跡は北方巳174（字馬場園）に、矢野原遺跡、蔵田遺跡

は、北方町辰字境谷に存在する。

本遺跡の所在する北方町は、宮崎県の北部に位置し、東は延岡市、南は門川町・北郷村、西は西臼杵郡日

之影町、北は北川町の1市4町村と境を接する。町の南部を東西15km、南北23km余りの町域を占めて五ヶ瀬

川が流れる。町域面積のほぼ89％が山林で占められ、北は1，000m～1，600m級の大崩山・鬼の目山・国見山・

黒岩山などの山々が、東は400m～8叩m級の行勝山・霧子山などが、南西は遠目峰（二見山）が西は比叡山

などの山々が連なり平地はわずかに南部の五ヶ瀬川流域や中部でその支流である曽木川流域にみられる。

北方町の遺跡は、五ヶ瀬川流域の阿蘇溶欠凝灰岩上の台地や曽木川流域に展開しており、分布状況につい

ては数名の先達による精力的な表採調査によってある程度知られている。

ここでは、本遺跡周辺の遺跡を時代別に概観したい。

旧石器時代

矢野原遺跡・蔵田遺跡は、北方町の旧石器時代の主要遺跡であるが、以前から知られている旧石器時代の

遺跡としては岩土原遺跡がある。岩土原遺跡は矢野原遺跡の南東約5kmに位置している。発掘調査で縄文早

期層の下層から半船底形細石核や小型細石刃などが出土している。他に笠下遺跡のI区とⅣ区でナイフ形石

器や石核・剥片尖頭器やスクレイパーが出土している。また、笠下下原遺跡でも石核やスクレイパーが出土

している。

縄文時代

早期の遺跡として駄小屋遺跡・東原遺跡・曽木原遺跡等が知られている。後期の遺跡では昭和41年に、鈴

木重治氏によって菅原洞穴が調査され、鐘崎武土器が出土している。また、仲畑遺跡より磨消縄文系の土器

が、足鍋遺跡では、西平式土器が採集されている。他に最近の調査で笠下遺跡では集石遺構や押型文土器や

撚糸文土器の土器類・石器として石嫉・スクレイパー・使用痕のある剥片や二次加工剥片などが出土してい

る。

笠下下原遺跡では、縄文前期の轟B式土器・曽畑式土器、中期の船元Ⅱ式土器、後期の市木式土器、晩期

の磨研土器・凸帯文土器等が出土している。南久保山小堀町遺跡では、縄文早期の押型文土器や撚糸文土器

が晩期では磨研土器が出土している。

弥生時代～古墳時代

弥生から古墳にかけては、川水流・東原からの石包丁が出土しており、古墳後期の箱式石棺が駄小屋・川

水流・後曽木遺跡・柩野遺跡の各地から発見されている。最近の調査では、笠下遺跡で住居跡から刀子・壷

嚢・高塀・ミニチュアなどが出土している。遠目峰遺跡では、古墳時代の住居跡が8軒ほど出土している。

他に嚢等が出土している。

歴史時代

歴史時代の遺跡は古代については不明である。中近世になると笠下遺跡で石塔群や祭祀遺構が土師器の皿

や明鏡などが出土している。また笠下下原遺跡は、中・近世の陶磁器等が出土している。中世の宮崎は、ま

ず伊東氏と土持氏が覇権を争い、大友氏、島津氏の支配の後豊臣秀吉の九州仕置を迎える。北方においても

同様な展開であったと思われる。

江戸時代は前期を通じて延岡藩領となり内藤民時代に木炭生産や鉱山開発が盛んに行われ明治新政府へと

引き継がれた。
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1．打扇遺跡

2．早日渡遺跡

3．矢野原遺跡

4．蔵田遺跡

5．荒平遺跡

6．ジウモチ谷遺跡

7．遠目峰遺跡

8．駄小屋遺跡

9．上崎遺跡

10．川水流遺跡

11．東原遺跡

12．十朗ケ尾遺跡

13．南久保山中城町遺跡

14．仲畑遺跡

15．後曽木遺跡

16．荒谷遺跡

17．曽木遺跡

18．黒仁田遺跡

19．下曽木遺跡

20．年の神石棺群

21．権現原遺跡

22．足鍋遺跡

23．角田上原遺跡

24．岩土原遺跡

第2図　北方町主要遺跡位置図（1：50，000）
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25．上田下遺跡

26．中山遺跡

27．松尾原遺跡

28．伊木原遺跡

29．笠下黒原遺跡

30．笠下炭越遺跡

31．笠下遺跡
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第Ⅱ章　打扇遺跡の調査

第1節　遺跡の位置

遺跡は、両脇に吃立する山間をぬいながら蛇行しつつ東流する五ヶ瀬川中流左岸の標高130mの地点にあ

る。調査地は、五ヶ瀬川へと急落する北西向きの斜面にその大部分が位置しており、五ヶ瀬川水面から当調

査区の最高位までの比高は約95mである。現況は急傾斜地を開墾してつくられた階段状の水田、畑地であ

り、最低位の水田面から、調査区最高位の耕作面までの水田筆数は12筆を数え、約20mの比高となる。

第2節　調査の概要

調査は路線道路幅20m、長さ800mにわたる調査対象区のなかで、低位面から高位面にかけて階段状に連

なる水田耕作面に、8ヶ所の試掘溝を設定し遺跡の確認にあたった。調査区の大部分は傾斜が強いためか基

本層序を形成しなかったが、上層の耕作面以外は撹乱を受けないオリジナ）レ層であった。各々の試掘溝のう

ち遺物の出土をみたのは比較的緩傾斜となる第1試掘地点のみであった。第2～8試掘地点は、急傾斜の土

層堆積状態を呈し、耕作土直下から、地山である礫を多く含む固い層となり、遺物の出土も認められなかっ

た。以上の結果から、本遺跡の調査は第1試掘溝を設定した第1地点の約300適を対象として実施している。

第3節　土　　　層（第2図）

調査区は、傾斜地であるため当地域の基本層序である黒ボクーアカホヤ火山灰一黒褐色土一茶褐色土一明

褐色土－の基本層序とは異なっている。層序観察の基準となるアカホヤ火山灰層は、東端に僅かに遺存する

だけで他は層位にからんでこない。主な遺物の包含層である5層は、先の東端での土層観察によりアカホヤ

火山灰層直上に位置するものであることがわかる。6層は、先の層序と押型文土器の出土により縄文早期に

比定すべきものであることがA・B土層断面の観察によって確認される。

第4節　遺　　　構（第1図）

調査は、遺物包含層である5層（平均の厚さ20cm）を精査しっっ、遺構の検出にあたった。検出された遺

構は柱穴である。5層上面より6層に掘り込まれた柱穴は合計15ヶ所を数える。ほとんどが円形から楕円形

であり、深いもので検出面から75cmを計測する。柱穴埋土は、すべて同種のもので、炭化粒、チャート片を

含んでいたものも検出された。柱穴は、集中はみられるもののその配列によって建物を再構築できるもので

はなかった。

第5節　遺　　　物

遺物は、5層・6層より出土した（主には5層）縄文早期土器、縄文後期土器、縄文晩期土器、弥生後期

土器（1点）、土師器（1点）、近世陶器、陶磁器、石器である。いずれも小破片が多く、実測可能なものの

うち口縁部、底部、特徴的な胴部を中心に掲載した。小片も含めて遺物の総点数150点である。

（1）土　器（第3図）

（彰　縄文土器
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①～④は押型文土器、①、②は山形押型文、③、④は楕円押型文がほどこされる。⑤～⑧は粗製の

深鉢となろう。⑦⑧には貝殻条痕がみえる。⑨⑲には沈線。⑪は口縁直下を突帯状に肥厚させる深鉢

である。⑫は山形となる口縁部、⑬は斜方向の鋭い凹線を刻む。⑭は沈線問に羽状細線文がみえる。

⑰～⑳は研磨のある土器、⑳～⑮は探鉢の底部である。

（2）石　器

①　打製石嫉（第5図）

①～⑭は打製石鉱である。このうち①～⑥までは形態から縄文早期に由来するものと考えられる。

①⑤⑥は黒曜石製、②は姫島産黒曜石製。あとはチャート製。⑦～⑭は比較的大型の三角形鉱である。

とくに⑬は砂岩製（あるいは安山岩か）とおもわれる大型品である。他はすべてチャート製となる。

②　石　匙（第5図）

⑮は比較的小型の製品でチャート製。⑯は高質の黒曜石製である。

③　その他（第5図）

⑰は靴ベラ状を呈する石器でスクレイパー的な使用目的か。⑱⑲は石嫉状の形態を有する。

④　石　斧（第3、4図）

石斧は打製石斧5点、磨製石斧2点、有肩打製石斧2点である。なお、破片と考えられるものは多

数出土している。⑳～⑳は短冊形の打製石斧。⑳・⑳は撥形を呈するいずれも、泥岩片を含む灰青色

砂岩である。⑪は頂部、両側面に敲打痕のみられる磨製石斧片である。⑬・⑳は有肩打製石斧の上部

折損片。石材は泥岩片を含む灰青色砂岩である。

⑤　砥　石（第4図）

⑮は砥石の半折損品。砂岩製である。

⑥　石　錘（第4図）

偏平な砂岩の自然石を用いている。両端に打欠痕のある典型的な石錘である。

（3）陶磁器（第4図）

⑲～㊧・⑬は染付である。格子文・丸文・梅樹文等を持っ碗が多い。㊧は口縁が急反する鉢となろう。

やや上手のものかとおもわれる。⑰・⑲は鉄粕のかかる茶器である。

第6節　小　　　結

本遺跡は300適という小規模な調査区であったが、比較的多彩な遺物が出土している。これは、条件のよ

い緩斜面であればたとえ狭除であっても極力生活・生業空間として利用せざるをえなかった五ヶ瀬川上流県

北部地区遺跡の一つの特徴を端的に示す好例といえよう。遺跡は縄文早期から、後期前半、後期後半を主に

営まれ、近世にいたっている。生活面として利用された主要な時期は縄文時代後期後半にあり、出土遺物で

ある縄文後期後半の土器、打製石鉱と打製石斧、有肩打製石斧、石錘は同時代遺跡と比べてとりたててきわ

だった差異をみいだすことはできず、ごく通常のあり方をしめしているといえる。なお、近世陶磁器につい

ては、染付の発色、やや暗灰色をおびた胎土から近隣に所在した小峰窯産の可能性が高いことを指摘してお

きたいと思う。
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第1図　発掘区および遺構分布図
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表1　石鍍計測値一覧

遺物番号 全　 長 （cm） 幅 （皿） 厚　 さ （cm） 重　 さ （g ） 石　　 材 破　 損　 状　 況

1 1．9 1．6 0．45 0．9 黒曜石 脚部の一部

2 1．8 1．65 0．4 0．8 黒曜石（姫島産） 先端 と脚部の一部

3 2．0 1．8 0．45 1．3 チャー ト 先端の一部

4 1．45 2．0 0．4 0．7 チャート 先端 と胸部の一部

5 － － － － 黒曜石 脚部が一部遺存

6 1．95 － 0．4 － チャート 半折損

7 2．5 － 0．5 1．3 チャート 脚部の一方折損

8 2．9 － 0．55 2．1 チャー ト 脚部の一方折損

9 2．35 － 0．35 1．0 チャー ト 脚部の一方折損

10 2．5 ． － 0．4 1．2 チャー ト 脚部の一方折損

11 2．25 1．4 0．4 1．2 チャー ト

12 3．2 － 0．5 2．9 チャー ト 脚部の一方折損

13 3．5 3．0 0．45 3．1 砂岩か 先端の一部欠損

14 － － 0．49 1．0 チャート 先端 ・脚部欠損

2．45 1．45 0．6 2．4 チャート

1．9 0．95 0．25 0．5 黒曜石

1．45 1．35 0．4 0．7 チャー ト

表2　石器計測表（第6図）

報告書番号 器　　 種 全 長 （皿） 幅 （cm ） 厚 さ （皿） 重 さ （g ） 石　　 材 備　　　　 考

1 打 製 石 嫉 2 ．7 1 ．8 0 ．4 1 ．4 チ ャー ト 脚 部 欠 損

2 打 製 石 鍍 3 ．2 2 ．4 0 ．55 1 ．6 チ ャー ト 脚 部 欠 損

3 打 製 石 金族 3 ．2 2 ．6 0 ．45 2 ．7 貢 岩 先 端 ・脚 部 欠 損

4 打 製 石 鍍 3 ．05 2 ．1 0 ．35 1 ．8 チ ャー ト

5 打 製 石 嫉 1．5 1 ．5 0 ．35 0 ．6 チ ャー ト 脚 部 欠 損

6 打 製 石 嫉 1．4 1 ．5 0 ．3 0 ．3 黒 曜石 脚 部 の み

7 打 製 石 鍍 1．6 1 ．9 0 ．2 0 ．5 チ ャー ト 剥 片 嫉

8 打 製 石 嫉 I 1 ．4 5 1．45 0 ．25 0 ．4 チ ャー ト 先 端 部 欠 損

9 打 製 右 膝 1．8 1．85 0 ．4 1 ．0 流 紋 岩 脚 部 欠 損

10 打 製 石 嫉 1．15 1．35 0 ．3 0 ．4 チ ャー ト

11 打 製 石 嫉 2 ．2 1．25 0 ．5 1 ．2 5 チ ャー ト トロ トロ石 器

12 打 製 石 嫉 2 ．1 1．75 0 ．6 2 ．1 チ ャー ト

13 尖 頭 器 2 ．87 2 ．27 0 ．9 5 ．5 チ ャー ト

14 尖 頭 器 2 ．8 2 ．3 0 ．45 4 ．0 チ ャー ト

15 尖 頭 器 3 ．35 3 ．05 1 ．0 18 ．0 チ ャー ト

16 ス ク レイパ ー 3 ．2 6 ．1 1 ．25 14 ．0 貢 岩

17 磨 石 8 ．9 8 ．4 4 ．2 3 70 ．0 砂 岩

1 8 調 整 剥 片 8 ．6 2 ．8 1 ．2 20 ．0 貢 岩

1 9 石 錘 6 ．7 5 ．2 1 ．3 69 ．0 砂 岩

2 0 石 錘 6 ．1 5 ．2 1 ．6 60 ．0 緑 色 岩 類
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出土遺物（1）
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出土遺物（2）
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第7節　打扇遺跡（2次調査）

打扇第2遺跡は、宮崎県東臼杵郡北方町巳900番地外に所在する遺跡であるo A地区が打扇第1遺跡の南

側に、B地区が東側に位置し、A地区は早日渡地区遺跡14区に隣接する○標高はA地区で約141m、B地区

で約137mである。遺跡は九州山地の中を流れる五ヶ瀬川により作られた谷の北西斜面にあり、遺跡内の傾

斜が激しい0現在の五ヶ瀬川からの比高差は約100m強である。

遺跡の発掘前の状況は段々畑であった0土層断面は北に向かって傾斜しており、I層が耕作土、Ⅱ層が赤

褐色硬質土でいわゆる水田の「床土」である。Ⅲ層はこの遺跡を水田とする時にのせられた盛り土である。

Ⅳ層はアカホヤ層で遺跡の一部に残存するのみであった0V層は黄褐色土で縄文時代早期の遺物包含層であ

る0炭化粒を含み、パサついた感触がある。Ⅵ層は黒褐色硬質土で炭化粒を含む。Ⅶ層は黄褐色粘質土でや

やパサつき気味でⅥ層のブロックを含む。Ⅷ層は茶褐色粘質土で小砂利を含む。その色調は下部にいくにし

たがって明るくなる。Ⅸ層は明黄褐色粘質土で、質的には上層のⅧ層に似ているが小砂利を含まず、やや軟
らかい。

傾斜の激しい遺跡であり、遺構の確認は難しいと思われたが性格不明の土壌が1基確認された。遺構内か

らの遺物の出土は無いが、埋土から縄文時代早期の遺構と考えられる○遺物は縄文時代早期の押型文土器片

を中心に出土した0石器はチャート製の石鉱が出土している。遺物は遺跡内の傾斜が激しいことから原位置

をとどめてはいないと考えられる。

±
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表3　土器観察表

図番号
出土

地区
部　 位 文　　　 様 調　　　 整

色　　　　 調
胎土の特徴 備　　 考

外 器 面 内 器 面

1 A 口縁部
外面に楕円押型文
内面に原体条痕、
楕円押型文

口唇部はヨコナデ
内外面ともにナデ

淡黄
褐灰

にぷい黄橙 砂粒を含む 内面炭化物付着

2 A 胴部 外面に楕円押型文
内面に楕円押型文

外面はナデ
内面はヨコナデ にぷい赤褐 にぷい赤褐 長石を微量含む 穿孔

3 A 口縁部 外面に粗大化した
楕円押型文

口唇部はヨコナデ
外面は斜方向のナデ、指頭痕
内面はヨコナデ指頭痕

橙

灰褐
桂 長石を微量含む

4 B 胴部 外面に楕円押型文 外面はナデ
内面はヨコナデ

にぷい褐 黒褐
石英、長石、

角閃石を含む

5 B 〝 外面に楕円押型文 外面はナデ
内面は〇〇〇〇〇〇

にぷい赤褐
にぷい樫

赤褐

石英、長石、角

閃石を微量含む
風化が激しい

6 A 〝 外面に楕円押型文 外面はナデ
内面は斜方向のナデ

浅黄橙 灰褐
石英、長石、角

閃石を微量含む

7 〝
外面にやや粗大化
した楕円押型文

外面はナデ
内面は横斜方向のナデ

にぷい橙 にぷい橙
石英、長石、角閃

石、雲母を含む

8 B 〝 外面に楕円押型文 内外面ともにナデ にぷい橙 にぷい橙
石英、長石、角

閃石を微量含む
風化が激しい

9 A 〝 外面に楕円押型文 外面はナデ
内面はヨコナデ

にぷい黄橙 にぷい黄樟 砂粒を含む

10 A 底部付近 外面に楕円押型文
一部ナデ消し

外面はナデ、一部施文
ナデ消し

一ヽヽ　　　　　　　　　一°
橙 橙

石英、長石、角

閃石を微量含む
内面はヨコナフ「、ナフ「

11 A 口縁部 外面に山形押形文
内面に山形押形文

口唇はヨコナデ
内外面ともにナデ 褐灰 にぷい栓

石英、長石、

角閃石を含む

12 B 〝
外面に山形押形文
内面、山形押形文
の後に原体条痕

内外面ともにナデ
浅黄橙

橙
明黄褐 砂粒を含む

13 A 胴部 外面に山形押形文
内面に山形押形文 内外面ともにナデ 褐 橙

石英、長石、

角閃石を含む

14 A 〝 外面に山形押形文
外面はナデ
内面は斜方向のナデ
指頭痕

橙 橙
石英、長石、角閃

石、砂粒を含む

15 A 〝 外面に山形押形文 外面はナデ
内面はヨコナデ

褐

にぷい橙

褐

にぷい橙
石英、長石を含む

16 A ′′
外面に山形押形文

一部ナデ消し

外面はナデ、一部施文ナ
デ消し内面はナデ、一部
工具による斜方向のナデ

にぷい黄橙 灰黄褐
石英、長石、角

閃石を微量含む

17 A 〝 外面に山形押形文 外面はナデ
内面はヨコナデ

にぷい橙 橙 砂粒を含む

18 B 〝 外面に山形押形文 外面はナデ
内面はヨコナデ

にぷい黄橙

灰黄褐

浅黄橙
橙

きめ細か

19 B 〝 外面に山形押形文 外面はナデ
内面は風化著しい 明黄褐 浅黄

石英、長石、角

閃石を微量含む
風化が激しい

20 B 〝 外面に山形押形文 外面はナデ
内面は斜方向のナデ

明赤褐

暗赤褐

黒褐

淡黄

石英、長石、角

閃石を微量含む
風化が激しい

21 A 〝
外面は横方向の貝殻
条痕　 内面はナデ

桂

黄檀

灰褐

褐

石英、長石、角

閃石を多量含む

22 B 〝 内外面貝殻条痕文
外面は貝殻条痕
内面は横・斜方向の貝
殻条痕

にぷい橙

にぷい褐
にぷい橙 砂粒を含む

23 A 口縁付近
外面は横・斜方向の貝
殻条痕　 内面は横方
向の員殻条痕

黒褐 浅黄 長石、石英を含む 外面 スス付着

24 A 胴部 内外面ともにナデ 明赤褐 明赤褐
石英、長石、角

閃石を微量含む

25 A 口縁部 外面に貼付突帯
口唇部はへラ状工具による
ヨコナデ　外面はヨコナデ
内面は横方向の貝殻条痕

明赤褐 明赤褐
石英、長石、角

閃石を微量含む
縄文晩期

26 A 口縁部
口唇はヨコナデ
外面はヨコナデ、縦方向のミ
ガキ　内面は横方向のミガキ

橙

明黄橙
浅黄橙 砂粒を微量含む 弥生時代後期
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第Ⅲ章　早日渡遺跡の調査

第1節　調査区の設定と概要

早日渡遺跡（北方町巳174字馬場園）は、北方町の中心から北東へ約5．6km離れた五ヶ瀬川右岸の九州山

地地域の五ヶ瀬峡の阿蘇溶結岩台地の丘陵地（標高約107m、比高77m）に位置する。

平成2年1月16日～3月31日に発掘調査を行った。まずA－1～5区の試掘調査を行い、A－1区と5区

に2×4mのトレンチをそれぞれ2本、A－3区と4区に各1本入れた。その結果を踏まえて、A－2～4

区とB区に5mX5mのグリッドを磁北方向に設定し、1，410Hfの面積を本調査した。A－2～4地区（320

道）ではアカホヤ下層の縄文早期の土器としては、楕円押型文土器・山形押型文土器・撚糸文土器・縄文土

器・条痕文土器が出土した。石器としては打製石嫉・磨石などが出土した。同時期の遺構としては集石遺構

が5基検出された。アカホヤ上層ではピットが検出されたが、掘立柱建物は建たなかった。B地区1，090I運

では土錘が出土し、竪穴状遺構が1検出されたが、掘立柱建物は検出されなかった。

第2節　包含層の状態

当遺跡の基本層序は、第I層がにぷい褐色土層（Hue7．5YR5／4・水田）、第Ⅱ層が褐色土層（Hue7．5Y

R4／3・アカホヤ粒子混じり）、第Ⅲ層がにぷい褐灰色土層（Hue7．5YR4／2）、第Ⅳ層が褐灰色土層（Hue

7．5YR4／3・アカホヤブロック混じり）、第Ⅴ層が黄褐色土層（HuelOYR5／6・アカホヤ層）、第Ⅵ層が黒褐

色土層（Hue7．5YR3／1）、第Ⅶ層が褐色土層（Hue7．5YR4／6）、第Ⅷ層が明褐色土層（Hue7．5YR5／8）で

ある（第2図）。遺物はアカホヤ層下の第Ⅵ層と第Ⅶ層から出土している。

第3節　縄文時代早期の遺構と遺物

アカホヤ層下層のⅦ層（明褐色土層）上面で集石遺構が5基検出され、楕円押型文・山形押型文・格子目

押型文・貝殻条痕文土器が出土した（第3図）。Ⅳ層（アカホヤ層）上面（第2図）では遺構は検出されず、

また包含層としても残存しておらず、前期以降の土器も出土していない。

（1）集石遺構（第4図）

集石遺構はA－4区で5基検出された。

SII

SIlはA－4区に位置し、長径78cm、短径62cm、深さ6cmの楕円形のプランの土壌に、長径84cm、

短径78cmの範囲に焼石が集中している。中央部に平らな石を7枚配置している。

SI　2

SI2はA－4区に位置し、長径105cm、短径98cm、深さ27cmの楕円形のプランの土壌に、長径113

cm、短径107cmの範囲に焼石が集中している。

SI　3

SI3はA－4区に位置し、長径108cm、短径101cm、深さ9cmの楕円形のプランの土壌に、長径128

cm、短径113cmの範囲に焼石が集中している。

SI　4

SI4はA－4区に位置し、長径94cm、短径88cm、深さ10cmの楕円形のプランの土壌に、長径99cm、

－21－
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短径97cmの範囲が焼石に集中している。

（2）縄文土器（第5～22図）

早期の土器群は楕円・山形などの回転施文による押型文土器を中心として、撚糸文・縄文・沈線文・

刺突文・条痕文などの土器がある。ここでは文様によって次のように分類する。

I類　楕円押型文土器（第5～7・10～14図）

I a類（第5図1・2、第10図107～110）

表面には横あるいは斜方向の楕円押型文を、内面には横方向の楕円押型文を施し、口縁部は外反す

る。口唇部には施文原体を押圧している1類（107～110）としていない2類（1・2）がある。

I b類（第5図3～7、第10図111～117、第11図118～124・126、第12図127～137・139、第13図

140～148）

表面には縦方向の楕円押型文を、内面には横方向の楕円押型文を施し、口縁部は外反する。口唇部

には施文原体を押圧している1類（3・4・111～124）としていない2類（5～7・126～137・139～

148）がある。

I c類（第5図8～12、第13図149～152）

表面には口縁部の無文帯の下位に縦方向の楕円押型文を、内面には横方向の楕円押型文を施し、口

縁部は外反する。

I d類（第5図13～15、第14図164）

表面には縦方向の楕円押型文を、内面にはヨコナデを施し、口縁部は外反する。口唇部には施文原

体を押圧している。

I e類（第5図16）

表面には横方向の楕円押型文を、内面には横走沈線文を施し、口縁部は外反する。口唇部には施文

原体を押圧している。

I f類（第5図17～20、第13図153～154・156）

表面には横あるいは斜・縦方向の楕円押型文を、内面には原体条痕の下位に横方向の楕円押型文を

施している。156の内面には原体条痕の下位に横方向の列点文を施している。

I g類（第13図155）

表面には口縁部の無文帯の下位に横方向の楕円押型文を、内面には原体条痕の下位に横方向の楕円

押型文を施し、口縁部は外反する。

Ih類（第5図21、第6図25・26、第13図157～162、第14図163・173）

表面には槙あるいは縦方向の楕円押型文を、内面には原体条痕を施し、口縁部は外反する。
ヽ

Ii類（第5図22・23）

表面には口縁部の無文帯の下位に縦方向の楕円押型文を、内面には原体条痕を施し、口縁部は外反

する。

I j類（第6図27・35～37、第14図167～172）

表面には横・斜方向の楕円押型文を、内面にはヨコナデを施し、口縁部は外反する。171の口唇部

には施文原体を押圧している。

I k類（第6図28～30、第14図165・166）

表面には縦方向の楕円押型文を、内面にはヨコナデを施し、口縁部は外反する。

Il類（第14図174・175）

表面には口縁部の無文帯の下位に縦方向の楕円押型文を、内面にはヨコナデを施し、口縁部は外反

ー26－
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する。175の口唇部には施文原体を押圧している。

胴部（第6図35～46、第7図47～49、第14図174・175）

35～37・49は横方向の楕円押型文であるのに対して、38～48は横方向の楕円押型文である。

181・184は表面には縦方向の楕円押型文を、内面土器にはナデを施し、円形穿孔を1個有する。

底部（第6図31～34・第14図186～190）

31～33・187は楕円押型文の丸底であるのに対して、34・189・190は平底である。190は木の葉底で

ある。

Ⅱ類　山形押型文土器（第7・8・15～18図）

楕円押型文の分類に従い、これを分類する。

Ⅱa類（第15図191、第16図195、第17図213・214、第18図236）

表面には槙あるいは斜方向の山形押型文を、内面には横方向の山形押型文を施し、口縁部は外反す

る。口唇部には施文原体を押圧している1類（191・195）としていない2類（213・214・236）がある。

Ⅱb類（第7図50～57、第15図192・193、第16図194・197～202、第17図203・205～208・210・212・

215～220）

表面には縦方向の山形押型文を、内面には横方向の山形押型文を施し、口縁部は外反する。口唇部

には施文原体を押圧している1類（192～194・197～203・205～208・210・212）としていない2類（50

～57・215～220）がある。209の口縁部内面は無文帯の下位に横方向の山形押型文を施し、口唇部に

施文原体を押圧している。235の口縁部内面は無文帯の下位に横方向の山形押型文を施しているが、

口唇部に施文原体を押圧していない。

ⅡC類（第17図204）

表面には口縁部の無文帯の下位に縦方向の山形押型文を、内面には横方向の楕円押型文を施し、口

縁部は外反する。

Ⅱd類（第18図226）

表面には縦方向の山形押型文を、内面にはヨコナデを施し、口縁部は外反する。226は口唇部には

施文原体を押圧している。

Ⅱf類（第7図62～67、第8図68～70、第18図227・230・231）

表面には横あるいは斜・縦方向の山形押型文を、内面には原体条痕の下位に横方向の山形押型文を

施している。231は口唇部に沈線を有する。

Ⅱg類（第18図228・229）

表面には口縁部の無文帯の下位に横方向の山形押型文を、内面には原体条痕の下位に横方向の山形

押型文を施し、口縁部は外反する。

Ⅱh類（第7図60・61）

表面には横あるいは縦方向の山形押型文を、内面には原体条痕を施し、口縁部は外反する。

Ⅱj類（第18図232）

表面には槙・斜方向の山形押型文を、内面にはヨコナデを施し、口縁部は外反する。

Ⅱk類（第18図233）

表面には縦方向の楕円押型文を、内面にはヨコナデを施し、口縁部は外反する。

Ⅱ1類（第18図234）

表面には口縁部の無文帯の下位に縦方向の山形押型文を、内面にはヨコナデを施し、口縁部は外反

する。
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胴部（第8図71～76・第18図237～241）

71・237・239は横方向の山形押型文、73～76・238・240は縦方向の山形押型文、241は斜方向の山形

押型文を施している。

底部（第18図242～244）

242・243は縦方向の山形押型文を施した丸底の底部である。

Ⅲ類　2種類の施文原体が使用される変形押型文（第8・18図）

Ⅲa類（第8図77、第18図245～247）

表面には縦方向の山形押型文を、内面には横方向の山形押型文を施し、口縁部は外反する。口唇部

には施文原体を押圧している1類（247）としていない2類（77・247）がある。

ⅢC類（第18図245）

表面には口縁部の無文帯の下位に縦方向の山形押型文を、内面には横方向の楕円押型文を施し、口

縁部は外反する。

Ⅳ類　格子目押型文土器（第8・18・19図）

Ⅳa類（第19図251）

表面には格子目押型文を、内面には格子目押型文を施し、口縁部は外反する。口唇部には施文原体

を押圧している。

Ⅳb類（第18図249、第19図250）

表面には口縁部の無文帯の下位に格子目押型文を、内面には格子目押型文の下位に列点文を施し、

口縁部は外反する。

ⅣC類（第8図78）

表面には格子目押型文を、内面には原体条痕の下位に格子目押型文を施し、口縁部は外反する。

Ⅳd類（第19図254・255）

表面には格子目押型文を、内面には原体条痕を施し、口縁部は外反する。

Ⅴ類　撚糸文土器（第8・19・20図）

楕円押型文の分類に従い、これを分類する。

Va類（第8図82、第19図256・257・260・263・265）

表面には横あるいは斜方向の撚糸文を、内面には横あるいは縦方向の撚糸文を施し、口縁部は外反

する。口唇部に撚糸文を施している1類（256・257）としていない2類（82・260・263・265）がある。

Vb類（第8図80、第19図259・262・264・267・269）

表面には縦方向の撚糸文を、内面には横あるいは斜方向の撚糸文を施し、口縁部は外反する。口唇

部に撚糸文を施している1類（259・267・269）としていない2類（80・81・262・264）がある。

VC類（第19図261、第20図268）

表面には口縁部の無文帯の下位に縦・斜方向の撚糸文を、内面には槙・斜方向の撚糸文を施し、口

縁部は外反する。268の口縁部の内面は無文帯の下位に斜方向の撚糸文を施している。

Vd類（第19図258、第20図278～280・283・285・292）

表面には縦方向の撚糸文を、内面にはヨコナデを施し、口縁部は外反する。口唇部に撚糸文を施し

ている1類（278～280・283）としていない2類（258・285・295）がある。

Vj類（第20図281・282・286・287・289）

表面には横・斜方向の撚糸文を、内面にはヨコナデを施し、口縁部は外反する。口唇部には撚糸文

を施している1類（281・282）としていない2類（286・287・289）がある。
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Vl類（第20図288・290・291・294）

表面には口縁部の無文帯の下位に縦・斜方向の撚糸文を、内面にはヨコナデを施し、口縁部は外反

する。口唇部には撚糸文を施している1類（294）としていない2類（288・290・291）がある。

Vm類（第8図83、第20図271～277）

271に代表されるように表面には縦あるいは斜方向の網目状の撚糸文を、内面には横方向の網目状

の撚糸文を施し、口縁部は外反する。丸底の底部はナデを施している。272のように細かい網目状撚

糸文と271のように粗いものがある。なお272の口縁部は直口気味である。276・277は胴部片である。

Ⅵ類　縄文土器（第210・21図）

Ⅵa類（第20図295～297、第21図298・299）

表面には斜方向の縄文を、内面には斜方向の縄文を施し、口縁部は外反する。295・297・299は口

唇部に縄文を施している。

Ⅵb類（第21図300）

表面には横方向の縄文を、内面には縦方向の縄文を施し、口縁部は外反する。

ⅥC類（第21図301～303）

表面には縦方向の縄文を、内面にはヨコナデを施し、口縁部は外反する。口唇部に縄文を施してい

る1類（302）としていない2類（301・303）がある。

Ⅵd類（第9図86・87）

表面には斜方向の縄文を、内面にはナデを施し、口縁部は外反する。

Ⅵe類（第21図304）

表面には斜方向の縄文を、内面には列点文を施し、口縁部は外反する。
ト

胴部（第21図305～312）

305～312は縦あるいは斜方向の縄文を施している。

底部（第21図313・314）

314が丸底であるのに対して、313は平底気味の丸底である。

Ⅶ類　刺突文・叩き状・押圧文系の文様のある土器である（第21図320）。

320は内外面とも斜方向の沈線文を施している。

Ⅷ類　同一土器面に沈線文・縄文・押引文・刺突文などの文様が組み合う土器である（第21図324・

第22図325）。

321は縦方向の山形押型文と縦方向の縄文を施した。324は沈線と貝殻腹縁刺突文の組み合わせであ

る。

Ⅸ類　条痕文土器（第22図327）

327は横方向の貝殻条痕を施している。

Ⅹ類　無文土器（第10図102、第22図329～331・335・336）

331・335・336は内面に原体条痕を施した外反する口縁部である。329・330は内外面とも無文の外

反する口縁部である。103は口縁部外面に粘土痛を付けた土器で、内外面ともナデを施している。

底部（第22図339～341）

339が丸底であるのに対して、340・341は平底である。
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第16図　縄文土器実測図（Ⅶ）194～202
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表1　縄文土器観察表（1）

図 面
番 号

遺物
番号 グリッド 器 種 器 部

文 様 お よ び 調 整
焼成

色　　　　　　　 調
胎　　　　 土 備　 考 分類

外　 面 内　 面 外　 面 内　 面

第5図 1 A －2 深　 鉢 口縁部 斜方向の楕円押型 斜方向楕円押型文 良好 にぷ い黄 橙 に ぷ い黄 橙 2～4皿の浅黄橙色の桝如．5～2m皿の黒色・うす茶
I a文 下位にナデ （10Y R 6／3） （10Y R 6／3） 色の砂粒1皿皿以下の透明に光る砂粒を含む

第5図 2 A －2 深　 鉢 口縁部 横方向楕円押型文 横方向楕円押型文 良好
灰　　　 褐
（5Y R 4 ／2）

赤　　　 褐
（5Y R 4／6 ）

1．5mm位の黒く光る柱状の砂粒と1～3皿皿の黒色・う
す茶色の砂粒を多く含む I a

第5 図 3 A －2 深　 鉢 口縁部 斜方向の楕円押型 横方向楕円押型文 良好 浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 透明・黒く光るガラス層の細片と0．5～2mmの灰褐色 口唇部
I b文 の下位にナデ （10Y R 8／3） （10Y R 8／3） ・・白灰色の砂粒を含む 原体押圧

第5図 4 A －2 深　 鉢 口縁部 ナデの下位に縦方 横方向楕円押型文 良好 明　 赤　 褐 明　 赤　 褐 黒く光る柱状の砂粒と、1～4 m皿の褐色 ・茶色・白 口唇部
I b向楕円押型文 の下位にナデ （5Y R 5／6） （5Y R 5／6 ） 色の砂粒を多く含む 原体押圧

第5図 5 A －2 深　 鉢 口縁部
ナデの下位に縦方 ナデの下位に横方

良好
明　 朝　 褐 に ぷ い赤 褐 3 mm以下の茶色 1．5m皿以下の無色透明で光る0．5皿皿

I b向楕円押型文 向楕円押型文 （5Y R 5 ／6） （5Y R 5／4 ） 以下の淡艶 ・黒くて光る砂粒を含む

第5図 6 A －2 深　 鉢 口綾部 縦方向楕円押型文 横方向楕円押型文 良好 明　 赤　 褐 明　 赤　 褐 2 mm以下の淡黄色・黒く光る柱状・無色透明の砂粒
I bの下位にナデ （5Y R 5 ／6） （5Y R 5／6 ） を多く含む

第5図 7 A －2 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文 横方向楕円押型文 良好 暗　 赤　 褐 明　 赤　 褐 3Ⅷ以下の淡黄色・褐色 2mm以下の黒くて光る 1
I bの下位にナデ （5Y R 3 ／3） （2．5Y R 5／6） m皿以下の無色透明で光る砂粒を含む

第5図 8 A －2 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文
横方向楕円押型文

良好
に ぷ　 い　橙 に ぷ　い　橙 透明で光るガラス質の細片・0．5～2皿の赤褐色・乳

I Cの下位にナデ （5Y R 6 ／3） （5Y R 7／4 ） 白色3～4m の黄橙色の砂粒を含む

第5図 9 A －2 深　 鉢 口縁部
ナデの下位に縦方 横方向楕円押型文

良好
明　 赤　 褐 明　 赤　 褐 5．5mm以下の茶色 3mm以下の白灰色、1mm以下の黒

I c向楕円押型文 の下位にヨコナデ （5Y R 5／6） （5Y R 5／6 ） くて光る、無色透明で光る砂粒を含む

第5図 10 A －2 深　 鉢 口縁部 ナデの下位に縦方 横方向楕円押型文の
良好

に ぷ　 い　褐 に ぷ　い　褐 2 mm以下の灰白色・淡黄臥 1mm以下の黒くて光る
I C向楕円押型文 下位に粗いヨコナデ （7．5Y R 5／4） （7．5Y R 5／4） 砂粒を含む

第5図 11 A －2 深　 鉢 口縁部 粗いナデの下位に 斜方向楕円押型文 良好 暗　　　 褐 暗　　　 褐 2～4皿の橙色・灰色・無色透明に光る砂粒と0．5
I C斜方向楕円押型文 の下位に粗いナデ （7．5Y R 3／4） （7．5Y R 3／4） ～2m皿の橙色・灰白色・黒色の砂粒を含む

第5図 12 A －2 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文
ヨコナデの下位に
横方向楕円押型文 良好

に ぷ　 い　橙
（5Y R 6／4）

に ぷ　い　橙
（5Y R 7／4 ） 5mmの褐色・1～2mmの褐色・灰色の桝 立を含む I C

第5 図 13 A －2 深　 鉢 ロ縁部 縦方向楕円押型文 ヨコナデ 良好
にぷ い赤 褐
（5Y R 54）

橙
（2．5Y R 6／8）

5mm以下の黒色・茶色・褐色、1皿m以下の黒く光る
砂粒を少し含む

ロ酎原体押圧
外面綾 I d

第5 図 14 A －2 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文 ナデ 良好 に ぷ　 い　褐
（7．5Y R 5／3）

橙
（5Y R 6／8）

1 ～2皿の白色・灰色・褐色・黒く光る砂粒と、 1

皿大の褐色の礫を含む、もろい

口唇部
原体押圧 I d

第5 図 15 A －2 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文 ナデ 良好
にぷ い赤 褐
（5Y R 5／4）

橙
（5Y R 6／8）

5 m山大・2mm以下の黒く光る砂粒・褐色の砂粒を少

し含む

口唇部

原体押圧
I d

第5 図 16 A －2 深　 鉢 口縁部 ‾横方向楕円押型文 横に走る沈線文の
下位にナデ 良好

にぷ い黄 橙
（10Y R 7／4）

にぷ い黄 橙
（10Y R 7／4） 0．5～3mmの白色の砂粒を含む

口唇部
原体押圧 I e

第5 図 17 A －2 深　 鉢 口縁部 ナデの下位に様方 縦方向原体粂痕の下位に
横方向楕円押型文。そ 良好 黒　　　 褐 橙 3mm以下の白色の砂粒を多く、0．5mm以下の黒く光る

I f向楕円押型文 （7．5Y R 3／1） （7．5Y R 6／6） 砂粒を少し含む

第 5図 18 A －2 深　 鉢
口縁部

斜方向楕円押型文
縦方向原体粂痕の下位に
横方向楕円押型文。そ
の下位にナデ

良好 明　 黄　 褐 明　 赤　 褐 0．5mm～3mmの灰色・淡黄色・うす茶色、1～2mmの 内面一部 I f～胴部 （10Y R 6／6） （10Y R 6／6） 黒色に光る桝立を含む 黒味

第5図 19 A －2 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文
縦方向原僻嘘の下位に

良好 明　 赤　 褐 明　 赤　 褐 2mm以下の暗赤・褐色の砂粒を少し、1 mm以下の黒 I f桂方向楕円押型文 （2．5Y R 5／6） （2．5Y R 5／6） く光る・半透明・白色の砂粒を多く含む

第 5図 20 A －2 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文
斜方向の細い原体嬢 の
下位に裾訪向楕円押型文 良好

に ぷ　 い　褐
（7．5Y R 5／3）

に ぷ　い　褐
（7．5Y R 5／4） 5mm以下の灰色・うす茶色・白色の砂粒を含む I f

第5 図 21 A －2 探　 鉢 口縁部
横方向楕円押型文の上を
ナデ。その下位に様方

縦方向巾広原体条 良好 にぷ い黄 橙 淡　　　 黄 1～1．5mmの黒く光る柱状の砂粒を多量と、1．5m皿以
I h

向楕円押型文 痕 （10Y R 6／4） （2．5Y 8／4） 下の白く光る砂粒を含む

第5図 22 A －2 深　 鉢 口縁部 ナデ
縦方向巾広原体条 良好 橙 橙 0．5mm～3m のにぷい橙色・うす茶色・灰色の砂粒を

I i痕 （7．5Y R 7／6） （7．5Y R 7／6） 含む

第5図 23 A －2 深　 鉢 口縁部
ヨコナデの下位に ヨコナデの後に斜

良好
橙 橙 3Ⅲm以下の馳 2 mm以下の黒く光る柱状・灰色・

I i縦方向楕円押型文 方向巾広原体条痕 （5Y R 6／6） （5Y R 6／6 ） 無色透明の桝立を多く含む

第5図 24 A －2 深　 鉢 胴　 部 横方向楕円押型文 ナデの下位に縦方
良好

に ぷ　い　橙 に ぷ　い　栓 透明・黒く光るガラス質の細片多量、5皿mの褐色、
I向原体条痕 （5Y R 6／3） （5Y R 6／3） 0．5～2mmの白色・褐色の砂粒を含む

第6図 25 A －2 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文 縦方向原体条痕 良好 浅　 黄　 橙
（7．5Y R 8／4）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R 8／4）

2mm以下の白色・半透明の砂粒を多く含む I h

第6 図 26 A －2 深　 鉢 口縁部
ナデの後縦方向楕

斜方向原体条痕 良好
にぷ い赤 褐 にぷ い赤 褐 4mm以下の黒褐色 ・褐色と2mm以下の黒く光る柱状

I h円押型文 （5Y R 5／3 ） （2．5Y R 5／4） の砂粒を多く、5×5mmの軽石の様な砂粒を含む

第 6図 27 A －2 深　 鉢 口縁部

～胴部
斜方向楕円押型文 風化の為調整不明 良好 にぷ い赤 褐

（5Y R 4／4 ）
にぷ い赤 褐
（5Y R 4／4）

4．5mm以下の灰白色 2．5Ⅲ吼以下の褐色、 2mm以下の
黒くて光る砂粒を含む I j

第6 図 28 A －2 探　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文 ヨコナデ 良好 橙
（7．5Y R 6／6）

橙
（7．5Y R 6／6）

0．5m ～3 mmのうす茶色・灰白色の砂粒を含む I k

第 6図 29 A －2 深　 鉢 口縁部
縦方向の楕円押型
文 ナデ 良好

橙
（5Y R 6／6 ）

橙
（5Y R 6／6） 3mm以下の灰白色・橙色の砂粒を少し含む I k

第 6図 30 A －2 深　 鉢 口縁部 縦方向の楕円押型
ナデ 良好 橙 橙 2mm以下の茶色の砂粒、1mm以下の淡黄色 ・褐色 ・

丸底

I k文 （5Y R 6／8 ） （7．5Y R 6／6） 黒くて光る砂粒を含む

第6図 31 A －2 深　 鉢 底　 部 楕円押型文 ナデ 良好 橙
（5Y R 6／6 ）

橙
（7．5Y R 6／6）

2．5～3mmの白色 ・灰色・褐色の砂粒を多く含む I

第 6図 32 A －2 深　 鉢 底　 部
ヨコ方向の楕円押
型文 ナデ 良好

橙
（7．5Y R 7／6）

・褐　　　 灰
（7．5Y R 4／1） 1～1．5mmの黒色・茶色・灰色の砂粒を含む 丸底 I

第 6図 33 A －2 深 鋒 底　 部 楕円押型文 ナデ 良好
浅　 黄　 橙

10Y R 8（／4）

にぷ い黄 橙
（10Y R 7／4）

1～1．5mmの黒く光る柱状の砂粒1血以下の白色の砂
粒を含む 丸底 I

第 6図 34 A －2 深　 鉢 底　 部 縦方向の楕円押型
ナデ 良好 橙 樟 2mm以下の淡黄色、1mm以下の黒く光る柱状、無色 平底 I文 （5Y R 6／6） （5Y R 6／6） 透明の砂粒を含む

第 6図 35 A －2 深　 鉢 胴 ．部 ヨコ方向の楕円押
型文 ヨコナデ 良好 明　　　 褐

（7．5Y R 5／6）
黄　　　 褐
（10Y R 5／6）

1．5皿m程の黒く光る柱状の砂粒と白色の砂粒を含む I j

第 6図 36 A －2 深　 鉢 胴　 部 斜方向の楕円押型
ヨコナデ 良好 橙 灰　　　 褐 1mm以下の黒く光る柱状の砂拉と3mm以下の白色の I j

文 （7．5Y R 6／6） （7．5Y R 4／2） 砂粒を多く含む

第 6図 37 A －2 深　 鉢 胴　 部
斜方向の楕円押型

ナデ 良好
にぷ い黄 褐 にぷ い黄 褐 5mm程の乳白色砂粒、2mm以下の乳白色砂粒、灰褐

I j文 （10Y R 4／3） （10Y R 5／3） 色砂粒を含む

第 6図 38 A －2 深　 鉢 胴　 部
縦方向の楕円押型

ナデ 良好
浅　 黄　 橙 にぷ い黄 橙 透明で光るガラス質の細片、3～5mmの灰白色の砂

I文 （10Y R 8／3） （10Y R 7／3） 粒、0．5～2mmの灰白色・灰褐色の砂粒を含む

－48－



縄文土器観察表（2）

図 面
番 号

遺物
番号

グリッド 器 種 器 部
文 様 お よ び 調 整

焼成
色　　　　　　　 調

胎　　　　 土 備　 考 分 類
外　 面 内　 面 外　 面 内　 面

第 6 図 39 A －2 探　 鉢 胴　 部 縦方向の楕円押型
ナデ 良好 にぷ い黄 橙 灰　 黄　 褐 2mⅢ以下の黒く光る柱状の砂粒と3 m祓上下の白色の

I文 （10Y R 7／4） （10Y R 5／2） 砂粒を含む

第 6 図 40 A －2 深　 鉢 胴　 部 縦方向の楕円押型
ナデ 良好 浅　 黄　 橙 灰　 黄　 褐 8mm・4 mm・2mm大の砂粒を少し含む、2mm以下の

工文 （7．5Y R 8／4） （10Y R 6／2） 黒く光る砂粒、透明の桝扱 び細砂桂を多く含む

第 6 図 4 1 A －2 深　 鉢 胴　 部
斜方向の楕円押型

ナデ 良好 に ぷ　い　褐 に ぷい黄 褐 3血程の赤褐色砂粒1個、1m皿以下の無色透明に光
I文 （7．5Y R 5／4） （10Y R 6／4） る砂粒、黒色光沢砂粒を含む

第 6図 42 A －2 深　 鉢 胴　 部
縦方向の楕円押型

ヨコナデ 良好
橙 褐　　　 灰 5mm・3 mⅢ大の灰白色砂粒を含む、1．5mm以下の黒く

1文の下を一部ナデ （5Y R 7／6） （5Y R 4／1） 光る砂粒及び透明の細砂粒を多く含む

第 6図 43 A －2 深　 鉢 頚　 部
縦方向の楕円押型

ナデ 良好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1．5mm以下の黒く光る柱状の砂粒と1．5mm程の白色の

I文 （10Y R 8／4） （10Y R 8／4） 砂臥 3～4mmの茶色・褐色の砂粒を含む

第 6図 44 A －2 深　 鉢 胴　 部 斜方向の楕円押型
ヨコナデ 良好 にぷ い黄 橙 浅　 黄　 橙 2．5mm以下の黒く光る砂粒、1．5mm以下の白色の砂粒

I文 （10Y R 7／4） （10Y R 8／4） を含む

第6 図 45 A －2 深　 鉢 胴　 部
縦方向の楕円押型

ヨコナデ 良好
に ぷ　 い 橙 灰　　　 褐 5～2皿大の砂粒を含む、2mm以下の灰白色の砂粒

I文 （7．5Y R 7／4） （7．5Y R 6／2） を少し含む

第6 図 46 A －2 深　 鉢 胴　 部 縦方向の楕円押型
ナデ 良好

桂 に ぷ　 い　橙 4mm以下の赤褐色砂粒、2mm以下の灰褐色 ・黒色光
I文 （5Y R 6／6） （7．5Y R 6／4） 沢砂粒含む

第7 図 47 A －2 深　 鉢 胴　 部 縦方向の楕円押型
文 ヨコナデ 良好 橙

（5Y R 6／6）
に ぷ　 い　褐
（7．5Y R 5／4）

1mm以下の黒く光る柱状の砂粒を含む I

第7 図 48 A －2 深　 鉢 胴　 部
縦方向の楕円押型
文 ヨコナデ 良好 橙

（5Y R 6／6）
に ぷ　 い　褐
（7．5Y R 5／4）

1～4 mmの白色・茶色・褐色の砂粒を含む I

第7 図 49 A －2 深　 鉢
胴　 部

～底部

ヨコ方向の楕円押
型文 ヨコナデ 良好

橙
（5Y R 6／6）

橙
（5Y R 6／6） 茶色・褐色・透明で光る細砂粒を少量含む I

第 7図 50 A －2 深　 鉢 口縁部 縦方向の山形押型 ヨコ方向の山形押型 良好 に ぷ　 い　褐 に ぷ　 い　褐 0．5～3mmの淡黄色・灰白色・黒色・褐色の砂粒、 1
Ⅱb文 文・下位ヨコナデ （7．5Y R 5／3） （7．5Y R 5／3） ～2mmのガラス状に光る砂粒含む

第 7図 51 A －2 深　 鉢 口縁部 縦方向の山形押型
文 ヨコナデ 良好 明　 赤　 褐

（5Y R 6／6）
橙

（5Y R 6／6）
2mm以下の白色の砂粒を含む Ⅱb

第 7図 52 A －2 深　 鉢
口縁部 縦方向の山形押型 ヨコ方向の山形押

良好
橙 に ぷい赤 褐 3mm以下の黄橙色の砂粒、2肌以下の白灰色の砂粒、

Ⅱb～胴部 文 型文・下位にナデ （5Y R 6／8） （5Y R 5／4） 1皿以下の無色透明で光る砂粒を含む

第 7図 53 A －2 深　 鉢 口縁部
縦方向の山形押型 ヨコ方向の山形押型

良好
にぷ い黄 橙 に ぷい黄 橙 0．5～1mmの無色透明な光る砂粒、0．5～1mmの灰白

Ⅲb文 文・下位にヨコナデ （10Y R 7／3） （10Y R 7／3） 色・淡黄色の砂粒を含む

第 7図 54 A －2 深　 鉢 口縁部 縦方向の山形押型 ヨコ方向の山形押 良好 明　 赤　 褐 明　 赤　 褐 0．5～2皿の橙色・淡黄色、黒色の砂粒、1mm以下の
Ⅱb文 型文 （5Y R 5／6） （5Y R 5／6） 無色透明の光沢に光る砂粒

第 7図 55 A －2 深　 鉢 口縁部
縦方向の山形押型

ナデ 良好 にぷ い赤 褐 に ぷい赤 褐 5 mm大の砂粒、2mm以下の橙色、黒色、黒く光る砂
Ⅱb文 （5Y R 4／4） （2．5Y R 5／4） 粒を少し含む・

第 7図 56 A －2 深　 鉢 口縁部
縦方向の山形押型 ヨコ方向の山形押

良好 に ぷ　い　褐 橙 5叫大のにぷい橙の砂臥 1 ～3m皿の灰色・瀕 抱 ・
Ⅱb文 型文・下位にナデ （7．5Y R 5／3） （5Y R 6／6） にぷい橿色の砂粒を含む

第 7図 57 A －2 深　 鉢 口縁部
縦柵の止戯裡文の後げ 碇方向のLL形押型文

良好
橙 に ぷい赤 褐 1mm以下のうす茶色の砂粒とガラス質に光る微細砂

Ⅱb欄 こ縦楠の止脚敬 の後ナデ下位にナデ （5Y R 6／6） （5Y R 5／4） 粒を少量含む

第 7図 58 A －2 深　 鉢 口縁部 ナデの下位 に横方
向の山形押型文

ヨコナデの後構方向の山
形押型文下位にヨコナデ

良好 に ぷ　い　褐
（7．5Y R 5／3）

褐
（7．5Y R 4／3）

3mm以下の茶褐色・淡黄色の砂粒を多く含む Ⅱ

第 7図 59 A －2 深　 鉢 口縁部
縦方向の山形押型
文

横方向の山形押型
文

良好 に ぷ　 い　褐
（7．5Y R 5／4）

に ぷ　い　褐
（7．5Y R 5／4）

0．5～2 m皿の褐色・淡黄色・灰色の砂粒を含む Ⅱ

第7 図 60 A －2 深　 鉢 口縁部
ナデの後縦方向の
山形押型文

縦方向の原体条痕
下位にナデ 良好

に ぷ　 い　橙
（7．5Y R 6／4）

に ぷ　 い　橙
（7．5Y R 6／4） 2mm以下の灰白色で粉っぽい砂粒を含む Ⅱh

第7 図 61 A －2 深　 鉢 口縁部 縦方向の山形押型 縦方向の原体条痕 良好 にぷ い黄 橙 淡　　　 黄 1mm以下の黒く光る柱状の砂粒、2mm以下の白色の
Ⅱh文 下位にナデ （10Y R 6／3） （2．5Y R 8／4） 砂粒を多く含む

第7 図 62 A －2 深　 鉢 口縁部 横方向の山形押型 縦洞の原体雑 ・横方向 良好 にぷ い黄 褐 橙 1～2mmの黒く光る柱状の砂粒、1～4皿皿の白色 ・
Ⅱf文 の山形碑 文の下位にげ （10Y R 5／4） （7．5Y R 7／6） 乳白色の砂粒を含む

第7 図 63 A －2 深　 鉢 口縁部
横方向の山形押型
文

紺洞の原瞞 ・横方向

の山働裡文の下位にげ
良好

にぷ い黄 褐
（10Y R 5／3）

にぷ い＿黄 橙
（10Y R 7／4） 4mm以下の白色の砂粒を多く含む Ⅱf

第7 図 64 A －2 深　 鉢 口縁部 横方向の山形押型 紅桐の原体雑 ・横方向 良好 にぷ い黄 褐 明　 黄　 褐 2mm以下の白色の砂臥 1．5mm以下の黒く光る柱状の 外面 スス
Ⅱf文 の山形押型文の‾他にげ （10Y R 5／3） （10Y R 6／6） 桝立を含む 付着

第7 図 65 A －2 深　 鉢 口縁部 横方向の山形押型
文

紺洞の原瞞 ・下位に
棍方向の止戯甲型文

良好 に ぷ　 い 褐
（7．5Y R 5／3）

に ぷ　 い　褐
（7．5Y R 5／4）

0．5～1mmの灰褐色・乳白色の砂粒を含む Ⅱf

第7 図 66 A －2 深　 鉢 口縁部
横方向の山形押型 紺泊の原臓 ・下位に

良好 に ぷ　 い 褐 に ぷ　 い　褐 4mmの灰色の粒、0．5～2 皿の灰褐色・白色の砂粒を
Ⅱf文 紡 向の止脳裡文 （7．5Y R 6／3） （7．5Y R 6／3） 含む

第7 図 67 A －2 探　 鉢 口縁部
斜方向の山形押型 紡桐の原朋嘘 ・横方向

良好
橙 橙 1皿以下の白色・透明、黒く光る砂粒を多く含む。 口唇部 Ⅱf文 の山形押型文の下位にげ （5Y R 6／6） （5Y R 6／6） 4mm以下の砂粒を少し含む 原体条痕

第8 図 68 A －2 深　 鉢 口縁部
ナデの下位に斜方
向の山形押型文

紺洞の原朋醸 ・横方向

の止僻 蚊の下位にげ
良好

浅　 黄　 橙
（10Y R 8／3）

浅　 黄　 橿
（10Y R 8／3） 0．5～2皿の灰色・橙色・乳白色の砂粒を含む

脚 虹スス付

Ⅱf

第8 図 69 A －2 深　 鉢 口縁部
ナデの下蝕 こ斜方 紡向の原体雑 ・横方向の 良好 に ぷ　 い 橙 に ぷ　 い　橙 4mm以下の軽石っぽい砂粒、3m皿以下の灰白色 ・淡

Ⅱf向の山形押型文 止脚 敬 の下位に粗なげ （7．5Y R 6／4） （7．5Y R 6／4） 黄色・黒く光る柱状の桝立を含む

第8 図 70 A －2 深　 鉢 口縁部 ナデの下位に斜方 脚 の原瞞 ・横加の山形 良好 に ぷ　 い　橙 に ぷ　 い　橙 2mm以下の白色・透明な桝軋 黒く光る砂粒を多く
Ⅱf向の山形押型文 碑文の欄 こ拙句のげ （7．5Y R 6／4） （7．5Y R 6／4） 含む

第8 図 71 A －2 深　 鉢 胴　 部
横方向の山形押型 横方向の山形押型

良好
黒　　　 褐 明　 黄　 褐 3．5m似下の乳白色の砂臥 3地 下の灰色の砂臥　 2mm以

Ⅱ文 文、下位にナデ （10Y R 3／2） （10Y R 7／6） 下の黒く光る蝋 、1Ⅲ以下の透明で光る純 を含む

第8 図 72 A －2 探　 鉢 胴　 部 横方向の山形押型
斜方向のナデ 良好

に ぷ　 い　褐 橙 6m以下のにぷい褐色の醜 、4．5m似下の白色の砂臥 1．5mm
Ⅱ文 （7．5Y R 5／3） （5Y R 6／6） 以下の黒く光る桝軋 1m以下の無鳩 目で光る純 を含む

第8 図 73 A －2 深　 鉢 胴　 部 縦方向の山形押型
ナデ 良好 にぷ い黄 橙 にぷ い黄 橙 5m跡Fの嚇褐色の轍、4m似Fの白色・乳白色の弧 3m脳下の灰

Ⅱ文 （10Y R 7／4） （10Y R 7／4） 色・黒色の楯、黒く光る醜、2m脳下の艶透明な砂拉を蝕

第8 図 74 A －2 深　 鉢 胴　 部
縦方向の山形押型

ナデ 良好 にぷ い赤 褐 明　 赤　 褐 3．5mm以下の浅黄色・赤黄色の桝軋 2mm以下の黒く
Ⅱ文 （5Y R 4／4） （2．5Y R 5／8） 光る柱状の砂粒・無色透明で光る砂粒を含む

第8 図 75 A －2 深　 鉢 胴　 部
縦方向の山形押型

ヨコナデ 良好
橙 褐 5皿脳下の黒色・灰色・にぷい褐色の弧 2．5祓 下の艶 の砂

Ⅱ文 （5Y R 6／6） （7．5Y R 4／3） 粗 1m似下の黒く光る槻 ・柑 明で光る純 を含む 着内敵ス憎

第8 図 76 A －2 深　 鉢 胴　 部 縦方向の山形押型
文 ナデ 良好 橙

（5Y R 6／6）
橙

（5Y R 6／8）
．1mm以下の乳白色・無色透明・赤褐色の桝立を含む Ⅱ
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縄文土器観察表（3）

図 面
番 号

遺物
番号 グリッド 器 種 器 部

文 様 お よ び 調 整
焼成

色　　　　　　 調
胎　　　　 土 備　 考 分類

外　 面 内　 面 外　 面 内　 面

第 8図 77 A －2 深　 鉢 口綾部
縦方向の楕円押型 横方向の山形押型

良好 に ぷい黄 褐 に ぷ い黄 褐 1～4皿の灰白色・うす茶の純 、0．5～2 mmの黒く光
Ⅱa文 文下位にナデ （10Y R 5／4） （10Y R 5／4） る砂臥 1m凪以下の灰白色・うす茶色の桝壷を含む

第8 図 78 A －2 探　 鉢 口縁部
横方向の格子目押 横方向の格子目押

良好 に ぷ　 い　橙 橙 6mm以下の白色の砂粒、2mm以下の半透明・黒く光
Ⅳ C型文 型文下位にナデ （7．5Y R 6／4） （5Y R 6／6） る砂粒を多く含む

第8 図 79 A －2 深　 鉢 胴　 部 斜方向の格子目押
型文 ヨコナデ 良好

灰　　　 褐
（7．5Y R 4／2）

明　　　 褐
（7．5Y R 5／6） 1．5～3mmの灰色・褐色の砂粒を含む Ⅳ

第8 図 80 A －2 探　 鉢 口縁部 ナデ下位に縦方向 ナデ・横方向の撚糸 良好 橙 明　 赤 ＿　褐 3．5m以下の灰褐色の醜 、2mm以下の茶色・褐色の砂臥 0．
V bの撚糸文 文下位にヨコナデ （5Y R 6／6） （5Y R 5／6） 5m似下の黒く光る桝立・無色道明で光る桝路含む

第8 図 81 A －2 探　 鉢 口綾部
ヨコナデ下位に縦 横方向の撚糸文下

良好 淡　　　 黄 淡　　　 黄 0．5～4 mmの灰白色・黒色・橙色の砂粒、無色透明で 内面一 部
V b方向の撚糸文 位にナデ （2．5Y R 8／4） （2．5Y R 8／4） 光る砂粒、黒く光る砂粒を含む 黒変

第8 図 82 A －2 深　 鉢 口線部 横方向の撚糸文 縦方向の撚糸文 良好
に ぷ　 い 黄
（2．5Y R 6／3）

暗　 灰　 黄
（2．5Y R 5／2）

0．5～2 mmの淡黄色・灰白色・灰色の砂臥 無色透明
で光る細砂粒を含む

内面一 部
黒変 V a

第8 図 83 A －2 深　 鉢 口縁部 斜方向の網目状撚 横方向の網 目状撚 良好 浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 6mm大の黒色の砂粒、2mm以下の褐色の砂粒、 1mm 外面・内面
V m糸文 糸文下位にナデ （10Y R 8／4） （10Y R 8／4） 以下の黒く光る砂粒を少し含む とも黒変

第8 図 84 A －2 深　 鉢 口縁部 斜方向の撚糸文 ナデ 良好 灰　 黄　 褐
（10Y R 6／2）

に ぷ　 い 黄
（2．5Y R 6／3）

1～2皿の黒く光る砂粒、0．5～2皿の淡黄色・灰白
色・灰色の桝立を含む V j

第9 図 85 A －2 深　 鉢
口縁部 風化の為諏整不明下 斜方向の縄文 良好 黄　　　 橙 黄　　　 橙 3．5mm以下の茶色で軟質の砂粒、2．5mm以下の灰色 ・

Ⅵa～胴部 位に斜方向の縄文 下位は風化の湖 腫不明 F（10Y R 8／6） （10Y R 8／6） 白色・黒色の砂粒、2mm以下の黒く光る砂粒を含む

第9 図 86 A －2 深　 鉢 口縁部 斜方向の縄文 ナデ 良好 にぷ い赤 褐
（2．5Y R 4／4）

明　 赤　 褐
（2．5Y R 5／6）

4mm大の茶色の砂粒、2mm以下の半透明・黒く光る
柱状の砂粒を含む

内面一 部
黒変 Ⅵd

第9 図 87 A －2 深　 鉢 胴　 部 斜方向の縄文 ナデ 良好
に ぷ　い 橿
（5Y R 6／4）

灰　　　 褐
（5Y R 5／2）

2mm以下の黒色・橙色・褐色の砂粒を少し含む、1

mm以下の黒く光る砂粒を多く含む
Ⅵd

第9 図 88 A －2 深　 鉢 口縁部 斜方向の原体条痕 良好 暗　　　 褐
（7．5Y R 3／3）

赤　　　 福
（2．5Y R 4／6）

2．5m皿以下の黄橙色の砂粒、2mⅢ以下の黒くて光る砂
粒、1．5mm以下の茶褐色の砂粒を含む

第9 図 89 A －2 深　 鉢 胴　 部 ナデ 良好 橿
（7．5Y R 7／6）

に ぷ　 い　橙
（7．5Y R 6／4）

5Ⅲm以下の白色・灰色 ・褐色の砂粒を含む、黒く光
る柱状の細砂粒を含む

第9 図 90 A －2 探　 鉢 胴　 部
紡的の縄文の間にへラ状
工具によるハ状の沈線文そ
の下位にLL形押型文

ナデ 良好 に ぷ　い　橙
（5Y R 6／4）

に ぷ　 い　橙
（7．5Y R 7／4）

2mm以下の灰白色の砂粒、1mm以下の透明 ・金色に
光る砂粒を多く含む Ⅱ

第9 図 91 A －2 深　 鉢 胴　 部 ハ状の沈線文 斜方向のナデ 良好
橙

（5Y R 6／6）
にぷ い黄 橙
（10Y R 7／4）

1mm以下の黒く光る柱状の砂粒、透明に光る細砂粒、

1．5mm以下の茶色の砂粒を少し含む

第9 図 92 A －2 深　 鉢 底　 部 ハ状の沈線文下位
ナデ 良好 橙 にぷ い黄 樟 1mm以下の自灰色・無色透明で光る砂粒、0．5m皿以下

平底にナデ （5Y R 6／6） （10Y R 7／4） の黒く光る砂粒を含む

第9 図 93 A －2 深　 鉢 口縁部
鑑桐に湖 寂による刺
突丸下位に縦方向に貝殻
臓 による刺突文

粗なナデ 良好 にぷ い黄 橙
（10Y R 7／3）

にぷ い黄 橙
（10Y R 7／3）

3mⅢ以下の灰白色の砂粒を多く含む、0．5mm以下の金
色に光る砂粒を少し含む

第 9 図 94 A －2 深　 鉢 胴　 部 横方向の山形押型
文 ナデ 良好

浅　 黄　 橙
（10Y R 8／4）

にぷ い黄 檀
（10Y R 7／4） 1mm以下の黒く光る柱状の砂粒を含む Ⅱ

第 9 図 95 A －2 深　 鉢 胴　 部 組織痕 縦方向のナデ 良好
にぷ い黄 橿
（10Y R 6／3）

褐　　　 灰
（10Y R 6／2） 5 mm以下の白灰色・灰色の砂粒を含む

第 9 図 96 A －2 深　 鉢 口縁部 ナデ
斜方向の原体条痕 良好 暗　 赤　 褐 明　 赤　 褐 4 m皿以下の橙色の砂粒、2mm以下の黒く光る砂粒、
下位にナデ （2．5Y R 3／2） （2．5Y R 5／8） 1mm以下の透明・灰白色の砂粒を多く含む

第 9 図 97 A －2 深　 鉢 口縁部 ナデ 斜方向の原榊 犬痕 良好 橙
（5Y R 6／6）

橙
（5Y R 6／6）

2 mm以下の淡黄色の砂粒、1．5Ⅲ凪以下の茶褐色・黒く
光る砂粒、無色透明で光る砂粒を含む

第 9 図 98 A －2 深　 鉢 口縁部 ナデ 斜方向の原体状痕 良好
赤　　　 褐
（5Y R 4／6）

明　 赤　 褐
（5Y R 5／6）

4 mm以下の淡黄色の砂粒
1．5皿m以下の灰色・茶色・黒く光る桝立を含む

第9 図 99 A －2 深　 鉢 口縁部 ナデ ナデ 良好
に ぷ　い　褐
（7．5Y R 5／4）

橙
（7．5Y R 7／6）

5mm以下の白色の砂粒を多量、3鵬程の灰色の砂粒、

1．5mm以下の黒く光る柱状の桝立を少量含む

第9 図 100 A －2 深　 鉢 口縁部 ナデ ヨコナデ 良好 にぷ い黄 褐
（10Y R 5／3）

淡　　　 黄
（2．5Y R 8／3）

6 mm程の乳白色の砂粒、1mm以下の白色の砂粒、
光る細砂粒を少量含む

第10図 101 A －2 深　 鉢 口縁部 ナデ ナデ 良好 橙
（5Y R 6／6）

に ぷ　い　橙
（7．5Y R 6／4）

1．5m祓「Fの黒く光る柱状の砂粒
2mⅢ以下の淡茶色の砂粒を少量含む

第10図 102 A －2 深　 鉢 口縁部 ナデ ナデ 良好
橿

（5Y R 6／6）
桂

（5Y R 6／6）
1mⅢ以下の黒く光る柱状の砂粒

2～3 mmの白色の桝立を含む
口唇部
原体押圧

第10図 103 A －2 深　 鉢 口縁部 こぶ状突起
ナデ 良好 橿 橙 2m似下の灰白色のガラス質の砂臥 1．2m似下の軟質な赤

Ⅹ下位は尉ヒの為ヨ畔不明 （5Y R 6／6） （5Y R 6／6） 色・艶 の桝立1皿頑下の淡黄色 黒く光る柵 を含む

第10図 104 A －2 深　 鉢
胴部～

ナデ ナデ 良好 明 ．赤　 褐 にぷ い赤 褐 4 mm以下の橙色・黒色・黄橙色の砂粒 内面黒変
底　 部 （2．5Y R 5／8） （5Y R 5／4） 2 m□以下の黒く光る砂粒を含む 丸底

第10図 105 A －2 深　 鉢 底　 部 風化の為調整不明 風化の為調整不明 良好 赤　　　 褐
（2．5Y R 4／8）

に ぷ　い　褐
（7．5Y R 5／4）

3 mⅢ以下の橙色・褐色・灰白色の砂粒
1皿m以下の黒く光る砂粒を少し含む

外面－一部黒変
丸底

I a

第10図 106 A －2 深　 鉢 底　 部 ナデ ナデ 良好
にぷ い赤 褐
（5Y R 5／4）

にぷ い赤 褐
（5Y R 5／3） 4 mm以下の褐色・黄橙色の砂粒を少し含む

内面黒変
丸底

第10図 107 A －4 深　 鉢 口縁部 槙方向楕円押型文 横方向楕円押型文 良好 に ぷ い黄 橙 淡　　　 黄 1～2 mmの黒く光る柱状の砂粒と1mm以下の自・黒 口唇部
の下位にナデ （10Y R 6／3） （2．5Y 8／4） 色の砂粒を多く含む 原体押圧

第10図 108 A －4 探　 鉢 口縁部
斜め方向楕円押型
文 横方向楕円押型文 良好 にぷ い赤 褐 にぷ い赤 褐 2 mm以下の褐色、1mm以下の無色透明の砂粒を多く

含む
口唇部

I a（5Y R 5／4） （5Y R 5／4） 原体押圧

第10図 109 A －4 探　 鉢 口縁部
斜め方向楕円押型 横方向楕円押型文

良好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 2 皿以下の白色、1mm以下の透明・黒く光る砂粒を 口唇部原体押

圧、口唇部・
内面一部黒色

I a文 の下位にナデ （7．5Y R 8／4） （7．5Y R 8／4） 多く含む

御 0図 110 A －4 深　 鉢 口縁部
斜め方向楕円押型 横方向楕円押型文

良好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 2nm以下の黒・灰色、0．5mm以下の透明・黒く光る砂 口唇部原射隠

I a文 の下位にナデ （7．5Y R 8／4） （7．5Y R 8／4） 粒を多く含む 内面駿

第10図 111 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文 横方向楕円押型文

の下位にナデ
良好

褐　　　 灰
（10Y R 4／1）

浅　 黄　 橙
（10Y R 8／3） 1．5～2mmの白色・灰色の砂粒を少量含む

口唇部
原体押圧 I b

第10図 112 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文 横方向楕円押型文 良好 に ぷ　 い　褐 に ぷ　い　褐 6mm以下の軽石っぽい砂粒 （灰白）4m田以下の祁抱 ・ 口唇部原体押
I bの下位にナデ （7．5Y R 5／3） （7．5Y R 6／3） 茶褐色・灰色の砂粒を含む 圧、内面撒

第10図 113 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文
横方向楕円押型文

良好 にぷ い黄 褐 にぷい黄 褐 0．5～4mmの白色・灰色・黒色、1～1．5mmの黒 く光 口唇部
I dの下位にヨコナデ （10Y R 5／3） （10Y R 6／4） る柱状の砂粒を含む 原体押圧

第10図 114 A －4 深　 鉢 口料部 縦方向楕円押型文
横方向楕円押型文

・良好
灰　 黄　 褐 にぷい黄 橙 0．5～4 mmの白色の砂粒と、1mⅡ程の黒く光る柱状の 口唇部

I dの下位にナデ （10Y R 5／2） （10Y R 7／4） 砂粒を多く含む 原体押圧
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縄文土器観察表（4）

図 面
番 号

遺物
番号

グリッド 器 種 器 部
文 様 お 1よ び 調 整

焼 成
色　　　　　　　 調

胎　　　　 土 備　 考 分 類
外　 面 内　 面 外　 面 内　 面

第10図 115 A －4 深　 鉢 口綾部 縦方向楕円押型文
横方向楕円押型文

の下位にヨコナデ
良好

褐

（7．5Y R 4／3）

桂
（5Y R 6／6） 5mm以下の白色・茶色・灰色の砂粒を多量に含む

口唇部
原体押圧 I b

第10図 116 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文
紡摘楕鞘嘩文の下位に

良好
橙 橙 3mm以下の茶褐色・淡黄色・灰白色の砂粒を多く含 口唇部

工bナ荒その下位にヨコげ （5Y R 6／8） （5Y R 6／8） む 原体押圧

第10図 117 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文
横方向楕円押型文

の下位にヨコナデ
良好

に ぷ　 い　褐
（7．5Y R 5／4）

橙
（7．5Y R 6／6）

1～4皿の褐色の砂粒を含む 口唇部
原体押圧 I b

第11図 118 A －4 探　 鉢
口縁～

縦方向楕円押型文
横方向楕円押型文 良好 にぷ い黄 褐 浅　 黄　 橙 1．5m皿以下の黒く光る柱状、0．5～5皿の白色の砂粒 口唇部

I b
胴　 部 の下位にヨコナデ （10Y R 4／3） （10Y R 8／4） を多く含む 原体押圧

第11図 119 A －4 深　 鉢
口縁～ 縦方向楕円押型文の

後ナデ。その下位に
縦方向楕円押型文

横方向楕円押型文 良好 にぷ い黄 橙 にぷ い黄 橙 1～4mmの白色・褐色の砂粒と、1．5mm以下の黒 く光 口唇部
I b

胴　 部 の下位にヨコナデ （10Y R 6／3） （10Y R 7／4） る柱状の砂粒を多く含む 原体押圧

第11図 120 A －4 深　 鉢 口縁～ 縦方向楕円押型文 横方向楕円押型文 良好 灰　　　 褐 に ぷ　 い 橙 1mm以下のガラス状に光る砂粒、黒色光沢砂粒、5 口唇糠体押圧、
I b

胴　 部 の下位にヨコナデ （5Y R 5／2） （5Y R 6／4） ～9皿の黄褐色・灰褐色の砂粒を含む 口臥 唖凱 1

第11図 121 A －4 深　 鉢 口縁～ 縦方向楕円押型文
横方向楕円押型文の上を

良好
にぷ い赤 褐 に ぷ　 い　桂 3～5mmの淡橙色の桝も0．5～2mmの乳白色・黒褐 口唇部

I b
胴　 部 ナ荒 その下位にナデ （5Y R 5／3） （5Y R 7／4） 色などの砂粒を含む 原体押圧

第11図 122 A －4 深　 鉢
口縁～

縦方向楕円押型文
横方向楕円押型文

良好
灰　　　 褐 浅　 黄　 橙 1～5皿の白・褐・淡茶の砂粒と2．5皿m以下の黒く光 口輔 体押圧、 I b

胴　 部 の下位にヨコナデ （7．5Y R 5／2） （10Y R 8／3） る柱状の桝 路 多量に含む 内面瑠蝮

第11図 123 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文 横方向楕円押型文 良好 に ぷ　 い　橙 橙 1～4mmの褐色の砂粒・ガラス質の透明の細砂粒を 口唇部
I b

の下位にナデ （7．5Y R 6／4） （5Y R 6／6） 含む 原体押圧

第11図 124 A －4 深　 鉢 口縁部
鳶従方向楕円押型文の
上をナデこ　その下位
に縦方向楕円押型文

横方向楕円押型文
の下位にナデ

良好
に ぷ　 い　褐
（7．5Y R 5／4）

にぷ い赤 褐
（5Y R 5／4） 2．5mm以下の褐色の砂粒を含む

口唇部
原体押圧 I b

第11図 125 A －4 深　 鉢 口縁部 横方向楕円押型文
横方向楕円押型文

良好
にぷ い黄 褐 灰　 黄　 褐 3mm以下の灰黄色、2皿以下の淡艶 ・白灰色でガ

Iの下位にヨコナデ （10Y R 5／3） （10Y R 5／2） ラス質、1mm以下の黒くて光る砂粒を含む

第11図 126 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文 横方向楕円押型文 良好 浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 透明、黒く光る微粒子、0．5～2 mmの自灰色・黒褐色
I b

の下位にナデ （10Y R 8／3） （10Y R 8／3） 3m山大の黄橙色・白色の砂粒を含む

第12図 127 A －4 深　 鉢 口縁～
底　 部

縦方向楕円押型文 横方向楕円押型文
の下位にナデ

良好
浅　 黄　 橙
（10Y R 8／4）

浅　 黄　 橙
（10Y R 8／4） 1mm以下の白色・黒く光る砂粒を多く含む I b

第12図 128 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文
横方向楕円押型文

良好
にぷ い黄 檀 黄　　　 橙 2皿m以下の黒くて光る砂粒、1．5mm以下の淡黄色、1

I bの下位にヨコナデ （10Y R 7／4） （10Y R 8／6） 血読下の無色透明で光る砂粒を含む

第12図 129 A －4 深　 鉢 口縁部
ナデの下位に縦方 横方向楕円押型文 良好 浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 5mm大の褐色、0．1・～2mm大の灰白色・褐灰色の砂粒

I b
向楕円押型文 の下位にナデ （10Y R 8／3） （10Y R 8／3） を含む

第12図 130 A －4 深　 鉢 口縁部 ナデの下位に縦方 横方向楕円押型文 良好
灰　　　 褐 に ぷ　い　褐 透明・黒く光るガラス質の細嵐 5～6mm大の茶褐色の砂粒、

I b
向楕円押型文 の下位にヨコナデ （5Y R 4／2） （7．5Y R 6／3） 1～2m族の茶色・褐色・乳白色の柵 を含む

第12図 131 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文
横方向楕円押型文

の下位にナデ
良好

明　 赤　 褐
（2．5Y R 5／6）

赤　　　 灰
（2．5Y R ．4／1） 2mm以下の橙色の砂臥 透明な細砂粒を少し含む I b

第12図 132 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文
横方向楕円押型文

良好
に ぷ　い　橙 に ぷ　い　橙 壬訪形で黒く光るガラス質の細片、透明で光るガラス質の細

工bの下位にナデ （5Y R 6／3） （5Y R 6／3） 嵐 0．5～2m田大の灰色・褐色・乳白色の桝路含む

第12図 133 A －4 深　 鉢 口縁部
ナデの下位に縦方 裾訪向楕翻裡文のⅧ 良好 灰　　　 褐 に ぶ ‾い　褐 3皿以下の淡黄の砂粒、1m皿以下の黒く光る・無色 ．I b
向楕円押型文 に斜め方向のナデ （5Y R 4／2） （7．5Y R 5／4） 透明に光る砂粒を含む

第12図 134 A －4 深　 鉢 口縁～ 縦方向楕円押型文 横方向楕円牌蚊。その下 良好 にぷ い赤 褐 明　 赤　 褐 4．5m以下の白灰色 3m脳下の灰色 2．5m脳下の黒色、
I b

胴　 部 位に風化の粕醍醐 （5 Y R 4 ／3） （5Y R 5／8） 1．5m似下の黒く光る・無色透明で光る桝立を含む

第12図 135 A －4 探　 鉢
口縁～

胴　 部
縦方向楕円押型文

横方向楕円押型文の
下位に粗いヨコナデ 良好

橙
（2．5Y R 6／6）

橿
（2．5Y R 6／6）

4mm以下の淡黄色、2mm以下の褐色を多く含む 外面 ・一
部黒変

I b

第12図 136 A －4 深　 鉢
口縁～
胴　 部 縦方向楕円押型文

横方向楕円押型文

の下位に粗いナデ
良好 灰　　　 褐

（5Y R 5／2）
にぷ い赤 褐
（5Y R 5／4）

1～3mmの淡黄色・橙色・黒色の砂粒を含む I b

第12図 137 A －4 深 簗 口縁～ 縦方向楕円押型文。
ナデ ・ヨコナデ 良好 橙 に　ぷ　い　褐 5mm大の淡黄色、0．5～3m皿の淡黄色・灰色・黒色、

I b
胴　 部 一部ナデ消し （5Y R 6／6） （7．5Y R 5／4） 0．5～2皿の黒色透明な光沢砂粒を含む

第12図 138 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文
横方向楕円押型文

の下位にヨコナデ
良好

に ぷ　い　褐
（7．5Y R 5／4）

に ぷ　い　褐
（7．5Y R 5／4） 1．5～10mm程の褐色の砂粒を含む I

第12図 139 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文
横方向楕円押型文

良好
赤　　　 福 橙 3mm以下の白灰色の砂粒、1mm以下の橙色の軟質な

I bの下位にヨコナデ （2．5Y R 4／6） （2．5Y R 6／8） 桝 立を含む

第13図 140 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文 横方向楕円押型文

の下位にナデ
良好 明　 赤　 褐

（5Y R 5／6）
褐

（7．5Y R 4／4）
2 m凪以下の褐色、白色、淡茶色の砂粒を含む

口唇部

I b

第13図 141 A －4 深　 鉢 口縁部 ナデの下位に縦方 横方向楕円押型文 良好 にぷ い赤 褐 橙 2．5mm以下の橙色・無色透明で光る砂粒、1．5mm以下の
I b

向楕円押型文 の下位にナデ （5Y R 5／4） （2．5Y R 6／8） 淡黄色の砂粒を含む

第13図 142 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文
ヨコげの下位に横方向楕円

良好
橙 明　 赤　 褐 3皿以下の赤茶色、2mm以下の淡黄色・橙色、1 mm

I b牌凪 その下位にヨコナデ （5Y R 6／6） （5Y R 5／6） 以下の黒く光る・無色透明に光る砂粒を含む

第13図 143 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文
横方向楕円押型文

良好
橿 にぷ い黄 橙 2mm以下の橙色の砂粒を多く含む、透明に光る微砂

I bの下位にナデ （5Y R 6／6） （10Y R 7／4） 粒を含む

第13図 144 A －4 深　 鉢 口縁部
ヨコナデの下位に 横方向楕円押型文

良好
灰　　　 褐 橙 5mm以下の茶褐色⊃2．5皿皿以下の灰白色、1mm以下の

I b縦方向楕円押型文 の下位にヨコナデ （7．5Y R 4／2） （5Y R 6／8） 黒くて光る砂粒を含む 原体押圧

内面 ・一

第13図 145 A －4 深　 鉢 ロ縁部 縦方向楕円押型文

のあとナデ

横方向楕円押型文の
下位に斜方向のナデ

良好 暗　 赤　 灰
（2．5Y R 3／1）

橙
（2．5Y R 6／6）

3mm以下の橙色、1mm以下の灰白の砂粒を少し含む I b

第13図 146 A －4 探　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文 裾訪向楕円牌 蚊の下 良好
明　 赤　 福 にぷ い赤 褐 4・5mm以下の灰白色の砂臥 2．5mm以下の黒く光る砂

I b
位にナデ・ヨコナデ （5Y R 5／6） （5Y R 5／4） 粒を含む

第13図 147 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文
横方向楕円押型文

良好
に ぷ　い　橙 に ぷ　い　橙 5m皿大の砂粒を含む。0．5mm以下の黒く光る砂粒を少

I bの下位にナデ （5Y R 6／4） （5Y R 6／4） し含む 部黒色

第13図 148 A －4 探　 鉢 口緑部 縦方向楕円押型文 横方向楕円押型文 良好 に ぷ　い　橙 に ぷ　い　褐 4皿皿以下の灰白色、1mm以下の透明・黒く光る砂粒
I bの下位にナデ （7．5Y R 7／4） （7．5Y R 5／3） を少し含む

第13図 149 A －4 深　 鉢 口縁部 寵防向楕円押型文。一 横方向楕円押型文 良好 灰　　　 褐 に ぷ　 い　褐 3～5皿皿大の褐色の砂粒、1～2 m の灰褐色の砂粒
I C

部その上をナデ消し の下位にナデ （7．5Y R 5／2） （7．5Y R 5／3） を含む

第13図 150 A －4 深　 鉢 口縁部
ナデの下位に縦方 横方向楕円押型文

良好
に ぷ　い　橙 に ぷ　 い　橙 5mm以下の橙色・褐色、1mm以下の黒く光る砂粒を

I c向楕円押型文 の下位にナデ （5Y R 6／4） （5Y R 6／4） 少し含む

第13図 151 A －4 深　 鉢 口縁部 斜方向のナデのあと 新 堀円桐紋の下伽こナ 良好 明　 赤　 褐 橙 2mm以下の橙色・灰白色、1mm以下の半透明・黒く
I c縦方向楕円押型文 荒」随いヨコげ （2．5Y R 5／6） （5Y R 6／6） 光る砂粒を多く含む

第13図 152 A －4 探　 鉢 口縁～ 汗 の下位に斬 向楕円押 横方向楕円押型文 良好 に ぷ　 い　橙 に ぷ　 い　橙 黒く光るガラス質の細片、0．5～2 mmの黒色、褐色、
I C

胴　 部 軌 一瀾その上をげ の下位にナデ （5Y R 7／4） （5Y R 7／4） 白色の砂粒を含む
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縄文土器観察表（5）

図 面
番 号

遺物
番号

グリッド 器 種 器 部
文 様 お よ び 調 整

焼成
色　　　　　　 調

胎　　　　 土 備　 考 分 類
外　 面 内　 面 外　 面 内　 面

第13図 153 A －4 深　 鉢 口縁～
斜方向楕円押型文

縦方向原体粂痕の下位に
構方向楕円押型文の上を 良好

浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 2mm以下の黒色・褐色の砂臥 1mm以下の透明・黒
I f胴　 部 （7．5Y R 8／4） （10Y R 8／4） く光る砂粒を少し含む

第13図 154 A －4 深　 鉢 口縁部 斜方向楕円押型文 縦方向原体条痕の下位
良好

浅　 黄　 橙 浅　 黄　 桂 1．5m［以下の白色の砂臥 1mm以下のにぷい褐色・黒く 口唇部
I fに檻的 楕円押収 （10Y R 8／3） （10Y R 8／4） て光る柵 、0．5m祓拝の無色透明で光る砂粒を含む 原体条痕

第13図 155 A －4 深　 鉢 口縁部 ナデの下位に様方 舗防向原体条痕の下位 良好 に ぷ　 い　橙 に ぷ　 い　橙 昆研多で黒く光るガラス質の細片・半透明で光る細
I g向楕円押型文 に駁痢楕円桐蚊 （5Y R 6／4） （5Y R 6／4） 片と0．1～1mm大の乳白色・褐灰色の桝立を含む

第13図 156 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文 斜方向原体発振 ・列点 良好 にぷ い黄 橿 にぷ い黄 橙 6mm以下の淡黄色で粉っぽい砂粒と、2mm以下の黒
I f文の下位にヨコナデ （10Y R 7／4） （10Y R 7／4） く光る柱状′・無色透明・灰色の砂粒を多量に含む

第13図 157 A －4 深　 鉢 口縁部 横方向楕円押型文 縦方向の原体条痕
良好

灰　 黄　 褐 灰　 黄　 褐 0．5～2 m皿の淡黄色・うす茶色の砂粒と1mm以下の無
I hの下位にナナ （10Y R 5／2） （10Y R 5／2） 色透明な光る砂粒を含む

第13図 158 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文 縦方向の原体条痕
良好

明　 赤　 褐 にぷ い赤 褐 3mm以下の淡黄色・灰色、2mm以下の黒く光る柱状
I hの下位にヨコナデ （5Y R 3／6） （2．5Y R 4／4） の砂粒、無色透明の砂粒を含む

第13図 159 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文 斜方向の原体条痕 良好 に ぷ　 い　褐
（7．5Y R 5／4）

に ぷ　 い　褐
（7．5Y R 5／4）

1m以 下の無色透明な光沢のある砂臥 0．5～3 mm以
下の灰白・淡黄色 うす茶色の砂粒を含む I h

第13図 160 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文
斜方向の原体条痕

良好 明　　　 褐 に ぷ　 い　橙 0．5～2 mmの淡黄色・褐色 ・灰色の砂粒と1mm以下の
I hの下位にヨコナデ （7．5Y R 5／6） （7．5Y R 6／4） 無色透明の光る砂粒を含む

第13図 161 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文
斜方向の原体条痕

良好 灰　　　 色 に ぷ　 い 橿 5mm以下の淡黄色・赤褐色の砂臥 0．5～3mmの淡黄
I hの下位にヨコナデ （5Y 6／1） （7．5Y R 6／4） 色・灰色・赤褐色の砂粒を含む

第13図 162 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文
ヨコナデの下位に
斜方向の原体条痕 良好

橙
（7．5Y R 6／6）

橙
（7．5Y R 6／6）

2m田以下の淡白色の砂粒を多く含む I h

第14図 163 A －4 深　 鉢 口縁部

～胴部

縦 ・斜方向楕円押
型文

斜方向の原体条痕の
下位に租なヨコナデ 良好

橙
（5Y R 6／6）

橙
（5Y R 6／6） 4mm以下の褐色・淡艶 ・灰白色の桝 立を多く含む 内面一部

黒っぼく変色 I h

第14図 164 A －4 深　 鉢 口縁部 ナデの下位に縦方
向楕円押型文 ナデ 良好 明　 赤　 褐

（5Y R 5／6）
橙

（5Y R 6／6） 4mm以下の淡黄色・茶褐色の砂粒を多量に含む
口唇部
原体押圧 I d

第14図 165 A －4 深　 鉢 口縁部
縦方向楕円押型文の上を
ナデ・下位に縦方向楕円
押型文

ヨコナデ 良好 に ぷ　い　褐
（7．5Y R 5／3）

に ぷ　 い　褐
（7．5Y R 6／3）

光る微粒も 0．5～2mm大の褐色・灰色の砂粒を含む I k

第14図 166 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文 ヨコナデ 良好
淡　　　 黄
（2．5Y 8／3）

黄　　　 灰
（2．5Y 4／1） 1mm以下の自灰色・黒く光る砂粒を含む 外面一部げ か

にスス付着
I k

第14図 167 A －4 深　 鉢 口縁部 ナデの下位に斜方 斜 ・ヨコ方向ナデ 良好
灰　 黄　 褐 にぷ い赤 褐 0．5～2mmの褐色の砂粒と3～5mmの褐色の砂粒を含

I j向楕円押型文 （10Y R 5／2） （5Y R 5／3） む

第14図 168 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文 ヨコナデ 良好 明　 赤　 褐
（2．5Y R 5／6）

赤　　　 褐
（5Y R 4／6）

3 mⅢ以下の自灰色・赤色の砂粒、4．5mm以下の茶色の
砂臥 1．5mm以下の黒色に光る砂粒を含む

口唇部 ス

ス付着
I j

第14図 169 A －4 深　 鉢 口縁部 斜方向楕円押型文 ヨコナデ 良好 橿
（5Y R 7／6）

橙
（5Y R 7／6）

1皿以下の橙色・褐色の砂粒を少し含む 楯うすくスス付
乱円形軌 I j

第14図 170 A －4 深　 鉢 白線部 縦方向楕円押型文 ヨコナデ 良好
橙

（5Y R 6／6）
桂

（5Y R 6／6） 1～3m の赤褐色・淡黄色・灰色の砂粒を含む I j

第14図 171 A －4 探　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文 ヨコナデの後、指頭
良好

橙 橙 3mm以下の赤色の相戦、2．5mm以下の茶褐色・黒く光 口唇部原体押圧 I jによる斜方向のナデ （2．5Y R 6／8） （5Y R 6／6） る砂粒、1皿以下の無色透明で光る砂粒を含む 外面黒変

第14図 172 A －4 深　 鉢 口縁部 斜方向楕円押型文 粗いナデ 良好 に ぷ　い　褐
（7．5Y R 5／4）

橙
（5Y R 6／6）

0．5～2皿の淡黄色・黒色・灰色の砂粒、1mm以下の
無色透明な光る砂粒を含む I j

第14図 173 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文
ヨコナデの下位に
斜方向の原体条痕 良好

に ぷ　い 橙
（7．5Y R 6／4）

橿
（5Y R 7／6） 5mm以下の淡黄色・褐色の砂粒を多く含む I h

第14図 174 A －4 深　 鉢 口縁部 ナデの下位に縦方
ヨコナデ 良好

に ぷ　い　橙 に ぷ　い 橙 透明・黒く光るガラス質の細片、0．1～2皿の灰色・
I l向楕円押型文 （7．5Y R 7／4） （7．5Y R 7／4） 乳白色・褐色の砂粒を含む

第14図 175 A －4 深　 鉢 口縁部 ナデの下位に縦方
向楕円押型文 ナデ 良好 に ぷ　い　褐

（7．5Y R 6／3）
に ぷ　い　褐
（7．5Y R 6／3） 0．1～2mmの白色の砂粒を多量と、光る微粒子を含む

口唇部
原体押圧 I l

第14図 176 A －4 深　 鉢 胴　 部
縦方向楕円押型文の下位

ヨコナデ 良好 灰　 黄　 褐 にぷ い黄 檀 2 mm以下の黒く光る柱状の砂粒、3．5mm以下の白色の
Iに斜方向楕円押型文 （10Y R 4／2） （10Y R 7／4） 砂粒を含む

第14図 177 A －4 深　 鉢 胴　 部 横方向楕円押型文 ヨコナデ 良好
に ぷ　い 橙
（5Y R 7／4）

灰　 黄　 褐

（10Y R 5／2）
5mm以下の灰白色の砂粒と、無色透明・黒く光る細
砂粒を多く含む I

第14図 178 A －4 深　 鉢 胴　 部 縦方向楕円押型文
ナデ 良好

明　 赤　 褐 明　 赤　 褐 2 mm以下の橙色・淡黄色の砂粒、1mm以下の黒色で
Iの上を一部ナデ （2．5Y R 5／6） （2．5Y R 5／の 光る・無色透明で光る砂粒を含む

第14図 179 A －4 深　 鉢 胴　 部 縦方向楕冊裡文のⅧ
ヨコナデ 良好 に ぷ　い　橙 にぷ い赤 褐 3 ～7mm大の砂粒を少しと、灰白色・無色透明・黒

Iに構方庁鵬円押型文 （5Y R 6／4） （5Y R 5／3） く光る細砂粒を多く含む

第14図 180 A －4 探　 鉢 頚　 部
縦方向楕円押型文 横方向楕円押型文 良好 明　 赤　 褐 に ぷ　い　褐 3 mm以下の褐色の妙臥 1．5mm以下の黒色に光る砂粒 外面一部

Iの下位にナデ の下位にナデ （2．5Y R 5／6） （7．5Y R 5／4） を含む スス付着

第14図 181 A －4 探　 鉢 胴　 部 縦方向楕円押型文 ヨコナデ 良好
明　 黄　 褐
（10Y R 6／6）

桂
（7．5Y R 7／6） 1．5～4mmの白色の砂粒を少量含む 円形穿孔

円形穿孔

丸底

平底

I

第14図 182 A －4 探　 鉢 胴　 部 縦方向楕円押型文 ヨコナデ 良好
に ぷ　 い 橙
（7．5Y R 6／4）

灰　 黄　 褐
（10Y R 5／2） 1．5mm以下の黒く光る柱状の砂粒を含む I

第14図 183 A －4 深　 鉢 胴　 部 縦方向楕円押型文 ヨコナデ 良好 にぷ い黄 橿
（10Y R 7／4）

に ぷい黄 橙
（10Y R 6／3）

1．5mm以下の黒く光る柱状の砂粒と、5mm以下の白色

の砂粒を含む
I

第14図 184 A －4 深　 鉢 胴　 部 縦方向楕円押型文 ナデ 良好 明　 黄　 褐
（10Y R 7／6）

樟
（5Y R 7／6）

1 ～4mmの白色・茶色の砂粒と2皿m以下の黒く光る
柱状の砂粒を含む I

第15図 185 A －4 深　 鉢
胴部～ 縦方向楕円押型文

ナデ 良好 橙 橙 5叫大の暗灰黄色・明褐色の砂粒と、0．5～3mmの淡
I底　 部 の下位に粗いナデ （7．5Y R 6／6） （7．5Y R 6／6） 黄色・うす茶色・灰白色の桝立を含む

第15図 186 A －4 深　 鉢 底　 部 縦方向楕円押型文 ナデ 良好
にぷ い黄 橙
（10Y R 6／4）

橙
（5Y R 6／6）

1 ～1．5mmの淡茶色の砂粒と5．5mmの砂粒を極少量含

む I

第15図 187 A －4 探　 鉢 底　 部 縦方向楕円押型文

の下位にナデ
ナデ 良好 に ぷ　 い 橙

（7．5Y R 6／4）
橙

（5Y R 6／6） 1～4mmの茶色の砂粒を含む I

第15図 188 A －4 深　 鉢 底　 部 斜方向楕円押型文 ナデ 良好 橿
（5Y R 6／6）

黒　　　 褐
（5Y R 2／1）

4mm以下の白灰色・黒くて光る砂粒と、1mm以下の
無色透明で光る砂粒を含む I

第15図 189 A －4 深　 鉢 底　 部
縦方向楕円押型文

ナデ 良好 にぷ い黄 橙 にぷ い黄 橙 1～7m の白色・淡茶 ・褐色の砂粒と、2mm以下の
Iの下位にナデ （10Y R 7／4） （10Y R 7／3） 黒く光る柱状の砂粒を含む

第15図 190 A －4 深　 鉢 底　 部 風化の為調整不明 良好
明　 黄　 褐
（10Y R 7／6）

明　 黄　 褐
（10Y R 7／6）

3．5mm以下の自灰色の砂粒、2mm以下の黒色に光る砂
粒、1mm以下の無色透明で光る砂粒を含む

平底（木の
葉底）

－52－



縄文土器観察表（6）

図 面
‘番 号

遺物
番号

グリッド 器 種 器 部
文 様 お よ び 調 整

焼成
色　　　　　　 調

胎　　　　 土 備　 考 分 類
外　 面 内　 面 外　 面 内　 面

第15図 191 A －4 深　 鉢
口縁部

～胴部
斜方向山形押型文 横方向山形押型文

の下位にナデ
良好 に ぷ い赤 褐

（2．5Y R 4／3）
に ぷ い赤 褐
（2．5Y R 4／3） 1 cm以下の赤褐色の砂粒を少量含む 口唇部

原体押圧 Ⅱa

第15図 192 A －4 深　 鉢
口縁部 縦方向の山形押型 横方向山形押型文

良好 明　 赤　 褐 橙 7mm以下の褐色・赤褐色の砂粒を少量と、 1mm以下 口唇部
Ⅱb～胴部 文 の下位にナデ （2．5Y R 5／6） （2．5Y R 6／6） の黒く光る砂粒を多量に含む 原体押圧

第15図 193 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向の山形押型 ヨコげの欄 塙加腸押型
良好 灰　 黄　 褐 浅　 黄　 橙 6．5m脳下の自灰色・5．5m似下の灰色・4m頑下の黒く光る・ ロ尉原体押圧、

Ⅱb～胴部 文 丸その欄こヨコげ （10Y R 6／2） （10Y R 8／4） 2．5Ⅲ似下の橙色・1m似下の無色透明で光る蝋 を含む 内駐機

第16図 194 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文 横方向山形押型文
良好

灰　　　 赤 にぷ い貴 橙 6皿m以下の灰白色の砂粒と2mm以下の黒く光る砂粒 口唇部
Ⅱb～胴部 の下位にナデ （2．5Y R 4／2） （10Y R 7／3） を多量に含む 原体押圧

第16図 195 A －4 深　 鉢 口縁部 ヨコナデの下位に ナデの下位に横方向山形
押型文っ　その下位にヨ 良好

灰 にぷ い赤 褐 3m祓拝の金色で光る砂粒と2mm以下の白色 ・無色 口酎原体押圧、
Ⅱa斜方向山形押型文 コ・斜方向のナデ （5Y 4／1） （5Y R 5／4） 透明に光る砂粒を含む 内証却スス憎

第16図 196 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文 ヨコげ の‾棺に横方向山 良好 赤　　　 褐 橙 7m皿以下のにぷい褐色、3．5mm以下の白灰色・橙色・2 外面一部
Ⅱ働裡文・ヨコげ （5Y R 4／6） （2．5Y R 6／6） mm以下の灰褐色の砂粒を含む 黒変

第16図 197 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文 横方向山形押型文
良好

にぷ い黄 褐 黄　　　 橿 1～4 mmの白色の砂粒と、1．5mm以下の黒色で光る柱 口唇部
Ⅱb下位にヨコナデ （10Y R 4／3） （7．5Y R 7／6） 状の砂粒を多く含む 原体押圧

第16図 198 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文 横方向山形押型文
良好

明　　　 褐 に ぷ　い　褐 6mm以下の灰白色の砂粒、3 mm以下の褐色の砂粒、 口唇部
Ⅱb下位にヨコナデ （7．5Y R 5／6） （7．5Y R 5／4） 2 m田以下の黒色で光る柱状の砂粒を多く含む 原体押圧

第16図 199 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文 横方向山形押型文
下位にナデ

良好 にぷ い黄 橙
（10Y R 6／4）

にぷ い黄 橙
（10Y R 6／3） 2 mm以下の黒色で光る柱状の砂粒を多く含む

口唇部

原体押圧 Ⅱb

第16図 200 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文
横方向山形押型文

良好 褐 橙 1～3．5皿の褐色の砂粒、1mm以下の白色の砂粒と黒 口唇部
Ⅱb下位にナデ （7．5Y R 4／4） （5Y R 6／6） く光る柱状の砂粒を含む 原体押圧

第16図 201 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文 横方向山形押型文
良好

褐 にぷ い黄 褐 0．5～3皿の白色の砂粒と、1mm程の黒く光る柱状の 口唇部
Ⅱb下位にナデ （10Y R 4／4） （10Y R 5／3） 砂粒を含む 原体押圧

第16図 202 A －4 深　 鉢 口縁部

～胴部
縦方向山形押型文 横方向山形押型文

下位にナデ 良好
灰　　　 褐
（7．5Y R 4／2）

にぷ い赤 褐
（5Y R 5／4） 1～3皿皿の褐色の砂粒を含む 口唇部

原体押圧 Ⅱb

第17図 203 A －4 深　 鉢
口縁部 縦方向山形押型文 横方向山形押型文 良好 にぷ い赤 福 赤　　　 福 7．5mm程のにぷい褐色の粒、5mm以下の橙色の砂臥 口唇部

Ⅱb～胴部 一部ナデ消す 下位にナデ （5Y R 4／3） （5Y R 4／6） 3．5mm以下の茶褐色の砂粒を含む 原体押圧

第17図 204 A －4 深　 鉢 頸　 部
ナデの下位に縦方
向山形押型文

横方向山形押型文
下位にナデ 良好 にぷ い黄 橙

（10Y R 7／4）
橙

（5Y R 7／6）
2 mm以下の褐色の桝 も透明の細桝 路少し含む ⅡC

第17図 205 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文 横方向山形押型文
良好

灰　 黄　 褐 灰　 黄　 褐 1～4．5mmめ白・灰色の砂粒、2mm以下の黒く光る柱 口唇部
Ⅱb下位にナデ （10Y R 5／2） （10Y R 5／2） 状の砂粒を含む 原体押圧

第17図 206 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文 枚方向山形押型文下 良好 に ぷ　い　褐 に ぷ　い　褐 4mm以下の褐色の砂粒、2皿皿以下の半透明のの砂粒、 口唇部
Ⅱb位に粗いヨコナデ （7．5Y R 5／4） （7．5Y R 5／3） 1mm以下の黒色で光る柱状の砂粒を少し含む 原体押圧

第17図 ．207 A －4 探　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文
横方向山形押型文

良好 に ぷ　い　褐 にぷ い黄 橿 2 mm以下の半透明の砂粒、0．5m皿以下の無色透明の砂 口唇部
Ⅱb下位にヨコナデ （7．5Y R 5／4） （10Y R 4／3） 粒を多く含む 原体押圧

第17図 208 A －4 深　鉢 口縁部 縦方向山形押型文 横方向山形押型文
良好 に ぷ　い　褐 灰　　　 黄 7．5m似下のやや輯 な白色の弧 3．5m以下の橙色の弧 1皿 口唇部

Ⅱb下位にナデ （7．5Y R 5／3） （2．5Y 6／2） 以下の黒く光る桝立・鰯 明の光る蝋 を含む 原体押圧

第17図 209 A －4 探　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文 ナデ下位に横方向
山形押型文 良好

橙
（2．5Y R 6／6）

橙
（2．5Y R 6／6）

3 mm以下の褐色の砂粒を少し含む 口唇部
原体押圧 Ⅱb

第17図 210 A －4 探　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文 横方向山形押型文
下位にナデ

良好 褐　　　 灰
（5Y R 4／1）

橙
（5Y R 7／6） 1mm以下の透明な砂粒・黒色で光る砂拉を含む 口唇部

原体押圧 Ⅱb

第17図 211 A －4 深　 鉢 口縁部
ナデ下位に縦方向 横方向山形押型文

良好 灰　　　 褐 明　 赤　 褐 3．5mm以下の淡黄色の砂粒、2 mm以下の灰白色・茶褐 口唇部
Ⅱ山形押型文 下位にヨコナデ （5Y R 4／2） （2．5Y R 5／6） 色の砂粒、1mm以下の黒色で光る桝立を含む 原体押圧

第17図 212 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文 横方向山形押型文
良好

橙 に ぷい黄 褐 2mm以下の橙色、1mm以下の淡黄色・透明で光る砂 口廟帆 外
Ⅱb下位にナデ （2．5Y R 6／6） （2．5Y R 5／4） 粒を多く含む 面1ケ翻粗り

第17図 213 A －4 深　 鉢 口縁部 斜方向山形押型文 横方向山形押型文 良好 にぷ い黄 橙 に ぷい黄 橙 5Ⅲ□大のにぷい橙・灰白色の砂臥 0．5～3mmの淡黄・灰白 ⅡA
～胴部 下位にナデ （10Y R 6／4） （10Y R 7／4） 色の椀 、1m頑下の黒色透明な光沢のある蝿 を含む

第17図 214 A －4 深　 鉢 口縁部 横方向山形押型文 横方向山形押型文 良好 褐　　　 灰 褐　　　 灰 長方形で黒く光るガラス室の細片、0．1～2mの白色・
Ⅱa下位にナデ （10Y R 5／1） （10Y R 5／1） 褐色・乳白色の砂粒を含む

第17図 215 A －4 探　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文
横方向山形押型文
下位にナデ 良好 に ぷ　 い　橙

（7．5Y R 7／4）
に ぷ　 い　橙
（7．5Y R 7／4）

1mⅢ以下の半透明の砂粒・黒色で光る砂粒を含む Ⅱb

第17図 216 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文 横方向山形押型文
良好

に ぷ　 い　橙 褐　　　 灰 1mm以下の半透明の砂粒・黒色で光る砂粒を多く含 口唇部
　Ⅱb下位にナデ （7．5Y R 6／4） （10Y R 4／1） む 原体押圧

第17図 217 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文 横方向山形押型文 良好 に ぷ　 い　橙 褐　　　 灰 1．5mm以下の半透明の砂臥 1mm以下の淡艶 ・黒色

口唇部
原体押圧

Ⅱb下位にナデ （5Y R 6／4） （7．5Y R 5／1） で光る砂粒を少し含む

第17図 218 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文 横方向山形押型文 良好 浅　 黄　 橙 にぷ い黄 橙 6．5Ⅲ似下の灰白色の弧 5．5Ⅲ似下のやや軟質な白色の砂臥 4皿丑
Ⅱb下位にナデ （10Y R 8／4） （10Y R 7／3） 以下のにぷい褐色の初粗 2Ⅲ似下の黒色で光る鈍 を含む

第17図 219 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文
横方向山形押型文

下位にナデ
良好 灰　 黄　 褐

（10Y R 5／2）
にぷ い黄 橙
（10Y R 7／3）

1～4 m の灰色の砂粒を少量含む Ⅱb

第17図 220 A －4 探　 鉢 口縁部

～胴部

縦方向山形押型文の
後、一部ナデ消す

横方向山形押型文
下位にヨコナデ 良好 にぷ い赤 褐

（5Y R 5／3）
に ぷ　 い　褐
（7．5Y R 5／3）

7皿m以下の褐色の砂粒を多く含む Ⅱb

第18図 221 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文 横方向山形押型文
良好

灰　 黄　 褐 褐　　　 灰 7mm以下のやや軟質な白色の桝臥 4皿m以下の灰褐
Ⅱ下位にナデ （10Y R 4／2） （10Y R 4／1） 色の砂粒、2 mm以下の黒く光る砂粒を含む

第18図 222 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向山形甲型文 横方向山形押型文 良好 明　 赤　 褐 明　 赤　 褐 4m跡Fのにぶ欄色の楯 、2m脳下の灰色の弧 3m跡Fのやや軟質
Ⅱ下位にナデ （2．5Y R 5／6） （2．5Y R 5／6） な赤色の桝い m跡Fの艶で光る槻 ・絶潮嘲 る柵を含む

第18図 223 A －4 深　鉢 口縁部 縦方向山形押型文
横方向山形押型文
下位にヨコナデ 良好 明　 赤　 褐

（5Y R 5／6）
明　 赤　 褐
（5Y R 5／6）

6mm以下の灰色・茶色の砂粒を多く含む Ⅱ

第18図 224 A －4 深　鉢 口縁部 縦方向山形押型文 横方向山形押型文
良好

浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 4m跡 Fのやや輯な白色の弧 2．5Ⅲ似下の黒く光る砂臥 1．5mm
Ⅱ下位にナデ （10Y R 8／4） （10Y R 8／3） 以下の灰色の弧 1Ⅲ似下の無餞 明で光る純 を含む

第18図 225 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文 横方向山形押型文 良好 褐　　　 灰 褐　　　 灰 6mm以下の灰白色の砂粒、1．5m皿以下の黒色で光る砂
Ⅱ下位にヨコナデ （5Y R 4／1） （7．5Y R 5／1） 粒を多く含む

第18図 226 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文 ヨコナデ 良好 にぷ い赤 褐
（5Y R 4／4）

明　 赤　 褐
（2．5Y R 5／8）

5m辺以下の橙色の砂粒を含む Ⅱd

第18図 227 A －4 深　 鉢 口縁部 横方向山形押型文
枚方向山形押型文の上に
縦方向尉本条痕下位に槙
方向山形押型文

良好
にぷい 黄 橙
（10Y R 7／4）

にぷ い黄 橙

（10Y R 7／4）
1皿程度の黒色で光る柱状の砂粒を含む Ⅱf

第18図 228 A －4 深　 鉢 口縁部 ナデの下位 に横方
向山形押型文

縦方向原体条痕下位

に横方向山形押型文
良好

．橿
（5Y R 7／6）

浅　 黄　 橙
（10Y R 8／4） 白色・灰白色・黒色で光る細砂粒を多く含む Ⅱg
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第18図 229 A －4 深　 鉢 口縁部
ナデの下位に横方
向山形押型文

斜方向の原体条痕の下位

に横方向山形押型文
良好

橙
（5Y R 7／6）

浅　 黄　 橙
（10Y R 8／4）

灰白色・半透明の細砂粒を多く含む Ⅱg

第18図 230 A －4 深　 鉢 ロ縁部 横方向山形押型文
横方向山形押型文の上に
縦方向原体粂痕・横方向
山形押型文下位にナデ

良好 暗　 灰　 黄
（2．5Y R 4／2）

暗　 灰　 黄
（2．5Y R 4／2）

1～2．5mmの白色・黒色・茶色の砂粒と、黒色で光る
柱状の細砂粒を含む Ⅱf

第18図 231 A －4 深　 鉢 口縁部 横方向山形押型文
槙方向山形押型文の上に
縦方向原体粂痕下位に横
方向山形押型文

良好
にぷ い黄 褐
（10Y R 4／3）

にぷ い黄 橙
（10Y R 6／3） 白色の細砂粒を含む

口唇部
沈線

Ⅱf

第18図 232 A －4 深　 鉢 口縁部 横方向山形押聖文下位
ナデ 良好

橙 にぷ い黄 橙 3mm以下の褐色・乳白色の砂粒、1mm以下の透明な Ⅱj
に斜方向LL形牌蚊 （5Y R 7／6） （10Y R 7／3） 砂粒・黒色で光る砂粒を少し含む

第18図 233 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文 ナデ 良好 浅　 黄　 橿
（10Y R 8／3）

にぷ い黄 橙
（10Y R 7／3）

1mm以下のやや軟質な白色の砂粒、無色透明の光る

砂粒を含む
Ⅱk

第18図 234 A －4 深　 鉢 口縁部
ナデの下位に縦方
向の山形押型文 ナデ 良好 に ぷ　 い 橙

（5Y R 6／4）

褐　　　 灰

（5Y R 4／1）
4mm以下の褐色の砂粒を少し含む Ⅱ1

第18図 235 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向山形押型文 ナデ・横方向山形 良好
橙 桂 5 mm以下の茶褐色の砂粒、2mm以下の淡黄色の砂粒、

Ⅱb
押型文下位にナデ （5Y R 6／6） （5Y R 6／6） 1mm以下の黒く光る砂粒を含む

第18図 236 A －4 深　 鉢 口縁部 横方向山形押型文
横方向山形押型文

良好
明　 黄　 褐 に ぷ い黄 橙 1 ～1．5m皿の白色の砂粒、1mm以下の黒色で光る砂粒

Ⅱa
下位にナデ （10Y R 7／6） （10Y R 6／4） を含む

第18図 237 A －4 深　 鉢 胴　 部 横方向山形押型文 ナデ 良好
橙

（7．5Y R 7／6）
に ぷい黄 橙
（10Y R 7／4）

1 cm大・3mm大の砂粒を含む、透明な砂粒、黒色で

光る細砂粒を多く含む
Ⅱ

第18図 238 A －4 深　 鉢 胴　 部
縦方向山形押型文

ナデ 良好 灰　　　 褐 に ぷ い黄 橙 2 mm以下の白色・浅黄色の砂粒、1 mⅢ以下の黒色で
Ⅱ

下位ナデ （7．5Y R 4／2） （10Y R 7／4） 光る砂粒 ・無色透明で光る砂粒を少量含む

第18図 239 A －4 深　 鉢 胴　 部 横方向山形押型文 ヨコナデ 良好
灰　　　 褐

（7．5Y R 4／2）

橙
（7．5Y R 7／6）

1mm以下の黒色で光る柱状の砂粒と、3 mm以下の白
色・淡茶の砂粒を含む Ⅱ

第18図 240 A －4 深　 鉢 胴　 部 縦方向山形押型文 ヨコナデ 良好
に ぷ　い　橙
（7．5Y R 7／4）

灰　　　 褐
（7．5Y R 4／2）

2．5m皿以下の灰白色・灰褐色の砂粒、1．5mm以下の黒
色で光る柱状の砂粒・無色透明で光る砂粒を含む

Ⅱ

第18図 241 A －2 深　 鉢 胴　 部 縦方向山形押型文 ナデ 良好 に ぷい赤 褐
（5Y R 5／4）

にぷ い赤 褐
（5Y R 5／4）

3m似下の赤褐色・浅黄色・灰褐色の碑 は、1．5m戯 の黒色で

光沢のある槻 ・無脚 で光る楯 を含む
Ⅱ

第18図 242 A －4 深　 鉢 底　 部 縦方向山形押型文 ナデ 良好
にぷい赤 褐

（5Y R 5／4）

黒　　　 褐
（2．5Y 3／1） 4．5m皿以下の茶色の砂粒を含む 丸底 Ⅱ

第18図 243 A －4 深　 鉢 底　 部 横方向山形押型文 ナデ 良好
橙

（5Y R 6／6）
にぷ い黄 橙
（10Y R 6／4）

2．5mm以下のやや軟質な淡黄色の砂臥 1mⅢ以下の黒
色で光る砂粒・無色透明で光る砂粒を含む

Ⅱ

第18図 244 A －4 深　 鉢 底　 部 縦方向山形押型文 ヨコナデ 良好 明　 赤　 褐
（2．5Y R 5／6）

明　 赤　 褐
（2．5Y R 5／6）

2 mm以下の茶褐色の砂粒を含む 丸底 Ⅱ

第18図 245 A －4 深　 鉢 口縁部 ナデ下位に横方向 横方向山形押型文 良好
橙 橙 3mm以下の茶褐色の砂臥 2Ⅲ以下の淡黄色の砂粒 口唇部

ⅢC
楕円押型文 下位にヨコナデ （5Y R 6／6） （5Y R 6／6） を多く含む 原体押圧

第18図 246 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向楕円押型文
横方向山形押型文

良好
に ぷ　い　褐 にぷ い黄 橙 4m皿以下の黄褐色の醜 、3mm以下の泥抱の桝軋　2

Ⅲ下位にナデ （7．5Y R 5／3） （7．5Y R 7／2） 皿以下の黒色で光る松伏の純 ・灰色の純 を含む

第18図 247 A －4 深　 鉢 口縁部
縦方向楕円牌蚊一部ナデ
下位に縦剛 俳 蚊 横方向山形押型文 良好

浅　 黄　 橙
（10Y R 8／3）

浅　 黄　 橙
（10Y R 8／3）

0．1～1mmの褐色・白色・乳白色の砂粒を含む
口唇部
原体押圧 Ⅲ

第18図 248 A －4 深　 鉢 口縁部
縦方向楕円押型文の上を
ナデこ　下位縦方向楕円
押型文

横方向楕円押型文 良好 明　 赤　 褐 明　 赤　 褐 2m鵡渡の赤色の砂粒、1mm以下の淡黄色 ・灰色 ・
I

下位にヨコナデ （2．5Y R 5／6） （2．5Y R 5／6） 黒色で光る砂粒を含む

第18図 249 A －4 深　 鉢 口縁部 ナデ下位に横方向 寿防 向格子目牌蚊下位 良好
にぷ い黄 橙 に ぷ　い　橙 5叩大の白色の妙臥 0．1～2m の白色・灰色・赤褐

Ⅳb
格子目押型文 に列点文。その下位ナ （10Y R 7／4） （7．5Y R 7／3） 色の砂粒、黒く光るガラス質の細片を含む

第19図 250 A －4 深　 鉢 口縁部 粗いナデの下位に縦 縦方向格子目桐蚊下位
良好

にぷ い黄 褐 に ぷ　い　褐 11～1皿の白色の砂臥 1．2皿の灰色の砂粒、 2mm以下
Ⅳb方向格子目押型文 に列点丸 その下位ナデ （10Y R 4／3） （7．5Y R 5／4） の黒色で光る蝿 ・尭絶透明・荊旨色の碑 を含む

第19図 251 A －4 深　鉢 口縁部
斜方向格子目押型
文

斜方向格子目押型
文下位にナデ 良好

赤　　　 灰
（2．5Y R 4／1）

にぷ い赤 褐
（2．5Y R 5／4）

2皿以下の橿色・黄橙色の砂粒を少し含む
口唇部原体押圧
内面黒変 Ⅳa

第19図 252 A －4 深　 鉢 胴　 部
斜方向格子目押型

ナデ 良好 に ぷ　 い　桂 灰　　　 褐 2．5～3．5mmの灰色・爛 色・黄灰色の純 、1 mm以下の
Ⅳ

文 （5Y R 7／4） （7．5Y R 4／2） 柱状で黒く光る蝿 、無色透明で光る蝋 を含む

第19図 253 A －4 探　 鉢 胴　 部 斜方向格子目押型
ヨコナデ 良好

浅　 黄　 橙 灰　　　 褐 5mm大の黄褐色砂粒、1mn以下の無色透明で光る砂
Ⅳ

文 （7．5Y R 8／4） （7．5Y R 5／2） 粒を含む

第19図 254 A －4 深　 鉢 口縁部
ナデ下位に斜方向
楕円押型文 縦方向原体条痕 良好

にぷ い黄 橙
（10Y R 6／4）

にぷ い黄 橙
（10Y R 7／4）

1～3．5mmの白色・灰色の砂粒を含む 工

第19図 255 A －4 深　 鉢 口綾部 斜方向楕円押型文 斜方向原体条痕 良好 にぷ い黄 橙
（10Y R 7／4）

橙
（7．5Y R 6／6）

1 mm以下の黒色で光る柱状の砂粒、白色・褐色の細

砂粒を含む
I

第19図 256 A －4 深　 鉢 口縁部 斜方向撚糸文 横方向撚糸文下位 良好 橙 褐　　　 灰 5 皿以下の褐色の桝 軋 4mm以下の黒色で光る砂粒、 口唇部
V a

～胴部 にナデ （7．5Y R 7／6） （7．5Y R 4／1） 1m皿以下の透明な砂粒を多く含む 撚糸文

第19図 257 A －4 深　 鉢 口綾部 ナデ下位に斜方向 横方向撚糸文下位
良好

浅　 黄　 橙 灰　 黄　 褐 5mm以下の黒色の砂粒、2m以 下の褐色・黒色で光 口唇部
V a～胴部 撚糸文 にナデ （10Y R 8／4） （10Y R 6／2） る砂粒を多く含む 撚糸文

口唇部
撚糸文

第19図 258 A －4 深　 鉢
口縁部

～胴部

縦方向撚糸文下位

に粗いナデ
ヨコナデ 良好 暗　 赤　 福

（5Y R 3／4）
暗　 赤　 褐
（2．5Y R 3／6）

7mm以下のにぷい褐色の砂粒を含む V d

第19図 259 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向撚糸文 横方向撚糸文下位

にヨコナデ
良好 褐

（7．5Y R 4／3）
褐

（7．5Y R 4／3） 1 ～6mmの褐色の砂粒を含む V b

第19図 260 A －4 深　 鉢 口縁部 斜方向撚糸文 横方向撚糸文 良好
暗　 赤　 灰
（2．5Y R 3／1）

に ぷい赤 褐
（2．5Y R 4／4）

4 ～6mmの褐色・灰白色の砂粒を少し含む。 1mm以
下の透明な砂粒、黒色で光る砂粒を多く含む V a

第19図 261 A －4 深　 鉢 口縁部
ナデ下位に縦方向
撚糸文

横方向撚糸文下位

にヨコナデ
良好 にぷ い赤 褐

（5Y R 5／3）
明　 赤　 褐
（5Y R 5／6）

1 ～4mmの茶色の砂粒を含む V C

第19図 262 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向撚糸文 横方向撚糸文下位 良好 にぷ い赤 褐 に ぷ　い　桂 3 ～5mmの黒灰色・灰色の砂粒・0．5～2皿の褐色・
V b

にナデ （5Y R 4／3） （5Y R 6／4） 赤褐色の砂粒

第19図 263 A －4 深　 鉢 口縁部 斜方向撚糸文 ナデ・斜方向撚糸 良好
にぷ い赤 褐 に ぷい赤 褐 2 mm以下の褐色・黒色で光る桝 立、1mm以下の透明

V a
文下位にナデ （2．5Y R 4／3） （5Y R 5／4） な砂拉・灰白色の砂粒を少し含む

第19図 264 A －4 深　 鉢 口縁部 ヨコナデ下位に縦 ヨコナデ・斜方向撚
良好

橙 明　 赤　 褐 6m脳下のにぷい褐色の桝立、8皿以下の褐色の椀 、4．5mm
V b

方向撚糸文 糸文下位にヨコナデ （5Y R 6／8） （2．5Y R 5／6） 以下の艶 の弧 0．5m脳下の鰯 明で光る柵 を含む

第19図 265 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向の撚糸文
斜方向撚糸文下位

にヨコナデ
良好

にぷ い黄 橙
（10Y R 6／3）

橙
（5Y R 6／6）

1．5～10mmの茶色の桝 立を若干含む V a

第20図 266 A －4 深　 鉢 口縁部 斜方向撚糸文 斜方向撚糸文 良好 黒　　　 褐
（7．5Y R 3／1）

褐
（7．5Y R 4／6）

9壷鍍 の砂粒と1．5mm以下の黒色で光る柱状の砂粒
を含む Ⅴ
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縄文土器観察表（8）

図 面
番 号

遺物
番号 グリッド 器 種 器 部

文 様 お よ び 調 整
焼 成
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胎　　　　 土 備　 考 分類

外　 面 内　 面 外　 面 内　 面

第20図 267 A －4 深　 鉢 口綾部 縦方向の撚糸文 ナデの下位に横方
向の撚糸文

良好 橙
（7．5Y R 6／6）

にぷ い黄 褐
（10Y R 5／3）

1～5mmの茶色の桝踵 含む
口唇部
撚糸文 V b

第20図 268 A －4 深　 鉢 口縁部 ナデの下位に縦方
向撚糸文

ナデ卸値に紺帆 そ

の欄 こ轍 の上かデ
良好 灰　 黄　 褐

（10Y R 5／2）

灰　 黄　 褐
（10Y R 5／2） 0．1～2皿皿の褐色・橿色の砂粒を含む V C

第20図 269 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向の撚糸文
ヨコナデの下位に

良好
暗　 赤　 褐 にぷ い赤 褐 6mm以下の橿色の砂臨 0．5mm以下の無色透明で光る 口唇部

V b
斜方向の撚糸文 （5Y R 3／3） （5Y R 4／4） 砂粒を含む 撚糸文

第20図 270 A －4 深　 鉢 口縁部 斜方向の撚糸文 ナデ 良好
灰　　　 褐
（5Y R 4／2）

にぷ い赤 褐
（5Y R 5／4）

3～3．5皿程の茶褐色の桝阻 1mm程の灰白の砂粒を
含む

末貫通
円形窮 Ll Ⅴ

第20図 271 A －4 探　 鉢
口縁～ 斜方向の網目状撚 斜方向の撚糸文の

良好
橙 に ぷ　い　橙 4．5mm以下の橙色の砂駄 1．5m皿以下のにぷい褐色の

V m底　 部 糸文 下位にナデ （5Y R 6／6） （7．5Y R 6／4） 砂粗 1mm以下の無色透明で光る桝立を含む

第20図 272 A －4 深　 鉢 口縁部 ナデの下位に斜方 斜方向の撚糸文の下 良好 にぷ い赤 褐 に ぷ　い　褐 5～6皿皿の淡茶色・赤褐色の桝立を少量含む。1．5mm 外面・内面とも
V C

向の撚糸文 位に斜方向のナデ （5Y R 5／4） （7．5Y R 5／4） 以下の黒く光る柱状の砂粒を含む 一部スス付着

第20図 273 A －4 深　 鉢 口縁部
ナデの下位に斜方
向の撚糸文

斜方向の撚糸文の
下位にナデ 良好

に ぷ　い　橙
（7．5Y R 6／4）

にぷ い黄 褐
（10Y R 5／3） 1～6mmの褐色の砂粒を含む V C

第20図 274 A －4 深　 鉢 口縁部 網目状撚糸文
網目状撚糸文の下 良好 に ぷ　い　褐 に ぷ　い　橙 黒く光るガラス質の細片。0．1～1mmの白色・灰色の

V m位にナデ （7．5Y R 6／3） （5Y R 7／4） 砂臥 5mm大の砂粒を含む

第20図 275 A －4 深　 鉢 口縁部 網目状撚糸文 斜方向の撚糸文の 良好 に ぷ　い　褐 に ぷ　い　褐 光るガラス質の細片。0．1～2mmの白・褐色の砂粒。
V m

下位にナデ （7．5Y R 6／3） （7．5Y R 6／3） 5 mmの褐色の砂粒を含む

第20図 276 A －4 深　 鉢 1 胴　 部 網目状撚糸文 ナデ 良好
橙

（5Y R 6／6）
に ぷ　い　橙
（5Y R 6／4） －

5皿m以下の赤褐・褐色・灰色の砂軋 1 皿m以下の無
色透明光沢砂粒を含む

内面・一部

スス付着
V m

第20図 277 A －4 深　 鉢 胴　 部 網目状撚糸文 ナデ 良好 橙
（5Y R 7／8）

に ぷ　い　褐
（7．5Y R 5／3）

4 mm以下の灰褐・灰色・芝堵色の桝も 1 皿皿程の柱
状に黒く光る砂粒を少量含む V m

第20図 278 A －4 深　 鉢 口縁部 ナデの下位に縦方 撚糸による押圧の下位 良好 橙 にぷ い赤 褐 5mm以下の褐色 2mm以下の淡黄色、1 mm以下の黒 口唇部
V d向の撚糸文 にヨコナデ・ナデ （5Y R 6／6） （5Y R 4／4） く光る・無色透明に光る砂粒を含む 撚糸文

第20図 279 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向撚糸文 ヨコナデ 良好
灰　　　 褐
（7．5Y R 4／2）

にぷ い黄 褐
（10Y R 5／3）

1～4皿の白色・淡茶の砂随 1．5mm以下の黒く光る
柱状の砂粒を含む

口唇部
撚糸文 V d

第20図 280 A －4 深　 鉢 口縁部
縦方向の網目状撚
糸文 ナデ 良好

に ぷ　い　褐
（7．5Y R 5／3）

に ぷ　 い　褐
（7．5Y R 5／4） 2～4 mmの茶色・褐色の砂粒を含む

口唇部
撚糸文 V d

第20図 281 A －4 深　 鉢 口縁部 ナデ下位に斜方向
ナデ 良好 橙 にぷ い赤 福 3．5mm以下のにぷい褐色の砂粒、1．5mm以下の灰白色 口唇部撚糸文

口唇知から外面わ V j撚糸文 （5Y R 6／6） （5Y R 5／4） の砂粒、1mm以下の無色透明で光る砂粒を含む

第20図 282 A －4 深　 鉢 口縁部 ナデ下位に斜方向
ナデ 良好 明　 赤　 褐 にぷ い赤 褐 4．5mm以下のにぷい褐色の砂臥 2 mm以下の橙色の砂 口唇部撚糸文

口縁端部下位わ V j＿撚糸文 （5Y R 5／6） （5Y R 5／4） 粒、1mm以下の褐色・無色透明で光る砂粒を含む

第20図 283 A －4 深　 鉢 口縁部
ナデ下位に縦方向

ナデ 良好
褐　　　 灰 にぷ い赤 褐 1～8皿の白色・茶色の砂粒と黒色で光る柱状の細 口唇部

V d撚糸文 （5Y R 4／1） （5Y R 4／4） 砂粒を含む 撚糸文

第20図 284 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向撚糸文 ナデ 良好 にぷ い赤 褐
（5Y R 5／4）

灰　　　 褐
（5Y R 4／2）

1m皿以下の無色透明で光る砂粒、白色砂粒を含む Ⅴ

第20図 285 A －4 深　 鉢 口縁部 ナデ下位に縦方向
ナデ 良好 明　 赤　 褐 灰　　　 褐 2～4 皿の赤茶色の胡乱 1mⅡ以下の無色透明で光

V d撚糸文 （5Y R 5／6） （5Y R 4／2） る砂粒を含む

第20図 286 A －4 深　 鉢 口縁部 斜方向撚糸文 ヨコナデ 良好 灰　 黄　 褐
（10Y R 4／2）

橙
（5Y R 6／6）

2皿m以下の白色の砂粒を含む V j

第20図 287 A －4 深　 鉢 口縁部
ナデ下位に斜方向
撚糸文 ヨコナデ 良好

明　 赤　 褐
（5Y R 5／6）

明　 赤　 福
（5Y R 5／6） 1～5 mmの茶色の砂粒を多く含む V j

第20図 288 A －4 深　 鉢 口線部 ナデ下位に縦方向
ナデ 良好 明　 赤　 褐 明　 赤　 褐 0．5～5mmの白色の砂粒と黒色で光る糸腕 を少量含

V l撚糸文 （5Y R 5／6） （5Y R 5／6） む

第20図 289 A －4 深　 鉢 口縁部 斜方向撚糸文 ナデ 良好 橙
（5Y R 6／6）

橙
（5Y R 6／6）

1～3mmの白色・茶色・褐色の砂粒を含む V j．

第20図 290 A －4 深　 鉢 口綾部
ナデ下位に斜方向
撚糸文

斜方向撚糸文下位

ヨコナデ
良好

橙
（5Y R 6／6）

明　 赤　 褐
（5Y R 5／8） 1m備度の黒色で光る砂粒を含む V l

第20図 291 A －4 深　 鉢 口縁部 ヨコナデの下位に
ナデ 良好 にぷ い赤 褐 灰　　　 赤 2 mm以下の褐色・黒色で光る砂粒

V l斜方向の撚糸文 （2．5Y R 5／4） （2．5Y R 4／2） 1mm以下の透明な砂粒を多く含む

第20図 292 A －4 探　 鉢 口縁部 縦方向撚糸文 斜方向撚糸文 良好 にぷ い赤 褐
（5Y R 4／3）

橙
（5Y R 6／8）

1mm以下の無色透明で光る砂粒、黒色で光る砂粒を
含む V d

第20図 293 A －4 深　 鉢 口縁部 斜方向撚糸文 ヨコナデ 良好
にぷ い黄 橙

（10Y R 6／3）

にぷ い黄 橙

（10Y R 5／3）

5 mm以下の白色の桝軋 4皿以下の灰色の砂粒、3

mm以下の樺色の砂粒、1皿以下の黒色の砂粒を含む
口唇部

Ⅴ

第20図 294 A －4 深　 鉢 口縁部
ナデ下位に縦方向 斜方向撚糸文下位

良好
赤　　　 黒 赤　　　 褐 2～3mmの砂粒を含む。橙色・透明・黒色で光る細

V l撚糸文 にヨコナデ （10R 2／1） （2．5Y R 4／6） 砂粒を多く含む 原体押圧

第20図 295 A －4 深　 鉢 口縁部 斜方向の縄文 斜方向の縄文 良好
に ぷ　い　褐
（7．5Y R 6／3）

にぷ い黄 橙
（10Y R 7／4）

透明、黒く光るガラス質の細片、0．1～2 皿皿の半透呪
白色、褐色の砂粒を含む

口唇部
縄文

口唇部
縄文

口唇部
縄文

口唇部
縄文

Ⅵa

第20図 296 A －4 探　 鉢 口縁部 斜方向の縄文 斜方向の縄文 良好 灰　 黄　 褐
（10Y R 4／2）

灰　 黄　 褐
（10Y R 4／2）

3 皿以下の柱状に光る黒砂粒、5．5皿田以下の浅黄色砂
粒、1mm以下の無色透明に光る砂粒含む Ⅵa

第20図 297 A －4 探　 鉢 口縁部 斜方向の縄文 斜方向の縄文 良好 にぷ い黄 橙
（10YR 7／3，机）

にぷ い黄 橙
（10Y R 7／4）

黒く光るガラス質の細片多く、0．5～2Ⅲ山大の灰色、
白色、褐色の砂粒を含む Ⅵa

第21図 298 A －4 探　 鉢 口縁部 斜方向の縄文 斜方向の縄文 良好
にぷ い黄 褐
（10Y R 5／3）

にぷ い黄 褐

10（Y R 5／3）

2mm以下の白色の砂粒と黒く光る柱状の細砂粒を含

む Ⅵa

第21図 299 A －4 深　 鉢 口線部 斜方向の縄文 斜方向の縄文 良好
にぷ い黄 褐
（10Y R 5／3）

にぷ い黄 樟
（10Y R 7／4）

2．5皿皿以下の白色の砂粒と、1．5mm以下の白く光る柱
状の砂粒を含む Ⅵa

第21図 300 A －4 深　 鉢 口縁部 横方向の縄文 縦方向の縄文の下
位の横方向

良好 明　 赤　 褐
（5Y R 5／6）

にぷ い赤 褐
（5Y R 5／4）

1．5～4mmの乳白色・茶色の砂粒を多く含む Ⅵb

第21図 301 A －4 深　 鉢 口縁部

～胴部
撚糸文 ナデ 良好 明　 赤　 褐

（2．5Y R 5／6）
橙

（5Y R 6／6）
5mm以下の褐色、屈白色の砂粒、1 mm以下の半透明、
黒く光る砂粒を多く含む Ⅴ

第21図 302 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向の縄文 ヨコナデ 良好
に ぷ　い 橙
（5Y R 6／4）

に ぷ　い　褐
（7．5Y R 5／3）

凱 黒く光るガラス質の肌 0．5～3皿の灰色黒褐色、白色

の弧 5皿の白色、1皿の三角形の灰福邑の桝路含む ⅥC

第21図 303 A －4 探　 鉢 口縁部 縦方向の縄文 ナデ 良好 にぷ い黄 橙
（10Y R 7／4）

灰　 黄　 褐

10（Y R 5／2）

黒く光るガラス質の細片

0．1～1mmの乳白色、灰褐色などの桝立を含む
ⅥC

第21図 304 A －4 深　 鉢 口綾部 斜方向の縄文 連続刺突文の下位 良好 に ぷ　い 橿 に ぷ　い　橙 0．5～2 mmの灰褐色、灰色の砂粒、3～5皿皿の褐色、
Ⅵeにヨコナデ （5Y R 6／4） （5Y R 6／3） 灰色の砂粒含む

－55－



縄文土器観察表（9）

図 面
番 号

遺物
番号

グリッド 器 種 器 部
文 様 お よ び 調 整

焼成
色　　　　　　　 調

胎　　　　 土 備　 考 分類
外　 面 内　 面 外　 面 内　 面

第21図 305 A －4 深　 鉢 胴　 部 斜方向の縄文 ヨコナデ 良好
橙

（2．5Y R 6／6）
橙

（2．5Y R 6／6）
5．5mⅡ以下のにぷい赤褐色の醜 、1．5mm以下の淡黄色、
黒くて光る砂粒、0．5mⅢ以下の無鰯 且昨光る蝿 を含む Ⅵ

第21図 306 A －4 探　 鉢 胴　 部 縦方向の撚糸文 ナデ 良好 桂
（2．5Y R 6／8）

明　 赤　 褐
（2．5Y R 5／6）

4．5mm以下の赤褐色砂粒、2mm以下の透明光沢砂粒、
光る黒い砂粒、1mm以下の乳白色砂粒を含む Ⅴ

第21図 307 A －4 探　 鉢 口縁部 縦方向の縄文 ヨコナデ 良好 にぷ い赤 褐
（5Y R 5／4）

褐
（7．5Y R 4／2）

6血皿程の赤褐色砂粒1個、2mm以下の浅黄臥 褐色
砂粒、1血程の黒色光沢砂粒を含む Ⅵ

第21図 308 A －4 深　 鉢 胴　 部 斜め方向の縄文 ナデ 良好
にぷ い黄 橙
（10Y R 7／4）

灰　 黄　 褐
（10Y R 4／2）

2．5mm以下の柱状に黒く光る砂粒、無色透明に光る砂
粒、2．5mm以下の浅白色、灰褐砂粒含む Ⅵ

第21図 309 A －4 探　 鉢 胴　 部 やや斜め方向の縄
ナデ 良好 にぷ い黄 橙 明　 黄　 褐 4mm以下の浅白色砂粒、2m皿以下の柱条に黒く光る

Ⅵ文 （10Y R 6／4） （10Y R 7／6） 砂粒、1mm以下の無色透明に光る砂粒少量含む

第21図 310 A －4 探　 鉢 胴　 部 縦方向の撚糸文 ヨコナデ 良好 にぷ い赤 褐
（5Y R 5／4）

明　 赤　 褐
（2．5Y R 5／6）

5mm以下の乳白色の砂粒、赤褐色の砂粒、黄褐色の
砂粒を含む Ⅴ

第21図 311 A －4 深　 鉢 胴　 部 縄文 ナデ 良好
橿

（5Y R 6／8）
にぷ い黄 橿
（10Y R 6／4）

5mm以下の乳白色 灰色の砂粒4mm以下の赤褐色、
無色透明の砂粒、3mm以下の黒い光る砂粒を含む Ⅵ

第21図 312 A －4 深　 鉢 胴　 部 斜め方向の縄文 ヨコナデ 良好
明　 赤　 褐
（2．5Y R 5／6）

に ぷ　 い 橙
（7．5Y R 6／4）

2mm以下の淡黄色の砂粒

1mm以下の黒くて光る砂粒を含む
Ⅵ

第21図 313 A －4 深　 鉢 底　 部 斜め方向の縄文 ナデ 良好 浅　 黄　 橙
（10Y R 8／4）

に ぷ　 い　褐
（7．5Y R 6／3）

3．5mm以下の白色、にぷい褐色の砂粒、1．5mm以下の
黒くて光る、無色透明で光る砂粒を含む

丸底 Ⅵ

第21図 314 A －4 深　 鉢 底　 部 縦方向の縄文 ナデ 良好 に ぷ　 い　褐
（7．5Y R 5／4）

に ぷ　 い　褐
（7．5Y R 5／4）

1．5mm以下の淡黄色の砂粒、1皿以下の無色透明で光
る砂粒を含む

丸底 Ⅵ

第21図 315 A －4 深　 鉢 胴　 部 縦方向の撚糸文 ヨコナデ 良好
にぷ い赤 褐
（2．5Y R 4／4）

暗　 赤　 灰
（2．5Y R 3／1）

10mm以下の赤褐色の砂臥 4mm以下の褐灰色の砂粒

2mm以下の自灰色、黒くて光る砂粒を含む Ⅴ

第21図 316 A －4 深　 鉢 胴　 部 縦方向の撚糸文 ナデ 良好
明　 赤　 褐
（2．5Y R 5／8）

暗　 赤　 灰
（2．5Y R 3／1）

6mⅢ以下の橙色の砂粒

4．5mm以下の自灰色の砂粒を含む
Ⅴ

第21図 317 A －4 探　 鉢 胴　 部 ハ状沈線文の下位 斜方向のナデ 良好 に ぷ　 い　橙 に ぷ　 い　橙 3mm以下の透明でガラス質の砂粒、1．5mm以下の白色
Ⅵに斜方向の縄文 （5Y R 6／4） （5Y R 6／4） の砂粒、1mm以下の金色に光る砂粒を含む

第21図 318 A －4 深　 鉢 胴　 部 格子目押型文 ナデ 良好
にぷ い黄 橙
（10Y R 7／4）

浅　 黄　 橙
（10Y R 8／4）

1．5mm以下の白色砂粒、浅黄色砂粒、1mm以下の金色

に光る砂粒、3nm程の灰白色砂粒含む Ⅳ

第21図 319 A －4 深　 鉢 胴　 部 楕円押型文 ナデ 良好
橙

（7．5Y R 7／6）
暗　　　 褐
（10Y R 3／3）

4皿似下の乳白色 白色の弧 5m脳下の灰色の弧 3m似下

の艶 の弧 光る黒い砂軋 1．5m似下の無色透明桝抜含む
I

第21図 320 A －4 深　 鉢 口縁部 斜方向の沈線文 縦方向の沈線文 良好 にぷ い赤 褐
（2．5Y R 4／3）

橙
（2．5Y R 6／6）

2mm以下の橙の砂粒を少し含む Ⅶ

第21図 321 A －4 深　 鉢 胴　 部
縦方向の山形押型

ナデ 良好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 5m皿以下の白色の砂粒、3．5mm以下の黒く光る砂粒

Ⅷ文 （7．5Y R 8／4） （10Y R 8／4） 1mm以下の透明の砂粒を多く含む

第22図 322 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向の撚糸文 ナデ 良好
に ぷ　 い　褐
（7．5Y R 5／3）

灰　　　 褐
（7．5Y R 5／2）

4皿皿以下の褐色の砂粒

2mm以下の灰白色 黒く光る砂粒を多く含む
Ⅴ

第22図 323 A －4 深　 鉢 口縁部 縦方向の撚糸文 ナデ 良好 に ぷ　 い　褐
（7．5Y R 5／3）

褐　　　 灰
（7．5Y R 5／1）

2mm以下の灰白色の桝軋 1mm以下の黒く光る砂粒、
透明の砂粒を多く含む、5 mm大の黒色の砂粒を含む Ⅴ

第22図 324 A －4 深　 鉢 胴　 部 沈線 ・貝殻腹縁刺
ナデ 良好 橿 黒　　　 褐 2 mm以下の無色透明砂粒、赤褐色の桝軋0．5皿m以下

Ⅷ突文 （5Y R 6／6） （10Y R 3／2） の白色、黒色の砂位を含む

第22図 325 A －4 深　 鉢 口綾部 ナデ 良好
赤　　　 褐
（5Y R 4／6）

赤　　　 褐
（5Y R 4／6） 0．5～6 m皿の白色、灰色、茶色の砂粒を多く含む

口唇部
原体押圧

第22図 326 A －4 深　 鉢 口縁部 良好
に ぷ　 い　橙
（5Y R 6／4）

橙
（2．5Y R 6／6） 1～4mmの白色、茶色の砂粒を多く含む

口唇部
原体押圧

第22図 327 A －4 深　 鉢 胴　 部 横方向の貝殻条痕 ナデ 良好 浅　 黄　 橙
（10Y R 8／4）

にぷ い黄 橙
（10Y R 7／3）

3mm以下の灰白色、1mm以下の黒く光る砂粒を多く
含む Ⅸ

第22図 328 A －4 深　 鉢
口縁部

～胴部

原体条痕の下位ナ

7‾
縦方向の原体条痕 良好 橙

（5Y R 6／6）
に ぷ　 い　橙
（7．5Y R 6／4） 1．5皿～5mmの乳白色、茶色の砂粒を含む

第22図 329 A －4 深　 鉢 口縁部 ナデ ナデ 良好
明　 赤　 褐
（2．5Y R 5／6）

に ぷい赤 褐
（2．5Y R 5／3）

5．5mm以下の灰白色の砂粒、7田以下のにぷい褐色の
砂粒、3mm以下の赤褐色の砂粒を含む Ⅹ

第22図 330 A －4 深　 鉢 口縁部 ナデ ナデ 良好 にぷ い赤 褐
（5Y R 4／3）

橙
（2．5Y R 6／6）

4．5mm以下の赤褐色、にぷい褐色の砂粒、1．2mm以下

の黒くて光る、無色透明で光る砂粒を含む
Ⅹ

第22図 331 A －4 深　 鉢 口綾部 ナデ 縦方向の原体条痕 良好 暗　 赤　 褐
（5Y R 3／2）

灰　　　 赤
（2．5Y R 4／2）

9mm以下の橙色の砂粒、黒色、灰色、透明で光る細

砂粒を少し含む Ⅹ

第22図 332 A －4 探　 鉢 口縁部
ヨコナデ下位の楕

縦方向の原体条痕 良好
に ぷ　 い　樟 樟 4mⅢ以下の灰黄色の砂粒、2．5mm以下の灰色の砂粒、

I円押型文 （7．5Y R 6／4） （7．5Y R 6／6） 2 m田以下の淡艶 の砂粒を含む

第22図 333 A －4 深　 鉢 口縁部
ヨコナデ下位の楕

縦方向の原体条痕 良好
橙 橙 3．5m祓拝の橙色の砂粒

丸底

I円押型文 （7．5Y R 6／6） （7．5Y R 7／6） 1．5mm以下の白灰色の砂粒を含む

第22図 334 A －4 深　 鉢 口縁部 ヨコナデ下位の楕 縦方向の原体条痕 良好 橿 橙 1mm以下の灰色、無色透明で光る黒くて光る砂粒を
I円押型文 （5Y R 7／8） （5Y R 7／8） 含む

第22図 335 A －4 深　 鉢 口縁部 ヨコナデ 斜方向の原体条痕 良好
赤　　　 福
（5Y R 4／8）

に ぷい赤 褐
（5Y R 5／4）

3mm以下の淡黄色の砂粒、2．5m皿以下の灰褐色の砂粗

1mm以下の無色透明で光る、黒くて光る砂粒を含む
Ⅹ

第22図 336 A －4 深　 鉢 口縁部 ナデ 斜方向の原体条痕 良好
黒　　　 褐
（7．5Y R 3／1）

黒　　　 褐
（7．5Y R 3／1）

3mm以下の白色の桝 軋 2mm以下の灰白色の砂粒、

0．5mm以下の無色透明で光る砂粒を含む
Ⅹ

第22図 337 A －4 深　 鉢 口縁部 ヨコナデ下位の楕 縦方向の原体条痕 良好 にぷ い黄 橙 橙 2mm以下の橙色の砂臥 1mm以下の淡黄色、無色透
I円押型文 （10Y R 7／4） （5Y R 7／6） 明で光る砂粒を含む

第22図 338 A －4 深　 鉢 胴　 部 ナデ ナデ 良好 にぷ い黄 栓
（10Y R 7／3）

に ぷい黄 橙
（7．5Y R 7／3）

黒く光るガラス質の細片、0．5～3mmの灰色、橙色、
灰褐色の桝も 4～5m戒 褐色、灰色の砂粒含む

第22図 339 A －4 r深　 鉢 底　 部 ナデ ナデ 良好
にぷ い黄 橙
（5Y R 6／4）

に ぷい黄 橙
（5Y R 6／4）

黒く光るガラス質の細片、0．5～2mmの褐色の砂粒、

3 ～4mm大の褐色の砂粒含む

第22図 340 A －4 深　 鉢 底　 部 ナデ ナデ 良好
にぷ い黄 橙
（7．5Y R 6／4）

にぷい 黄橙
（5Y R 6／4）

黒く光るガラス質の細片、0．5～2mmの乳白色、灰色
赤褐なとの砂粒、5 mmの赤褐色の砂粒含む 平底

第22図 341 A －4 深　 鉢 底　 部 ナデ ナデ 良好
にぷ い黄 橙
（10Y R 7／4）

浅　　　 黄
（2．5Y R 8／4）

透明、黒く光るガラス質の細片、0．5～2 mm大の灰色
茶褐色・乳白色の砂粒含む

平底
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（3）石　　器（第23図）

当遺跡から出土した石器は、打製石嫉・尖頑状石器・スクレイパー・砥石・凹石・敲石・磨石など

320点である。石器組成比率は打製石嫉253点（79．1％）・尖頭状石器52点（16．3％）・磨石10点（3．1％）・

敲石2点（0．6％）・スクレイパー1点（0．3％）・砥石1点（0．3％）・凹石1点（0．3％）であり、狩猟具

偏重という縄文時代早期の一般的傾向を示している。

打製石鍍（第23図1～20）

遺跡からは出土石器総数の79．1％を占める253点の石鉱が出土した。完形品が91点で全体の36．0％を

占め、欠損品のうち全体の27．3％の69点が片脚部の欠損である。石鋲の重量は0．5～1．0gが44点と多く、

次いで0～0．5gが29点、1．0～1．5gが10点である。平均は長さ1．7cm、幅1．6cm、0．8gである。形態はす

べて凹基無茎鉱で、その中でも基部の挟りが非常に深い鍬型鉱が主体である。2・3は幅が長さよりも

長いタイプである。15・16は挟りが浅く、長さが長いタイプである。幅9は先端部を欠如しているが、

挟りが1．1cmと非常に深く典型的な鍬型鋲である。石材はチャートが81．4％、砂岩が39．5％、黒曜石3．6

％で、チャートが主体である。

尖頭状石器（第23図21・22・23）

尖頭状石器は尖頭石器、円基式石嫉などと呼ばれる一群で、基部は多くは円基である。遺跡からは出

土石器総数の16．3％を占める52点の石鉱が出土した。21は端部を欠如しているが、長さ幅がほぼ同じで、

基部は平基である。重さは1．6gと打製石鉱の平均の倍の重さである。22は幅よりも長さが長く、基部

は円基である。重量は5．3gとかなり重い。23は長さが幅の2倍以上の円基のタイプである。石材はチャー

トが96．2％も占めており、当石器製作に石材の選択が実施された可能性がある。

磨製石鍍（第23図25）

25は挟りが浅く、幅と長さがほぼ等しく、側縁が内湾状に膨らむ凹基無茎鉱である。重さが3．7gと

打製右膝の平均の5倍である。

スクレイパー（第23図26）

26は挟りを入れ、刃部を打ち欠いて整形しているが、先端部は折れている。

砥石（第23図27）

砥石は両端部を欠如しており、断面は五角形である。石材は砂岩である。

凹石（第23図28）

28は両面から中央部を敲打して窪ませている。長さ7．9cm、幅7．5cm、厚さ2．3cmで、凹部は0．7cmであ

る。石材は砂岩である。

敲石（第23図29・30）

敲石は石器全体の0．6％の2点が出土している。29は長さと幅がほぼ等しく、平面形が円形で、断面

形は楕円形のタイプである。表面の中央部と短辺側の側面の1ヶ所を敲打している。30は長さと幅の比

がはぼ3：2で平面形が楕円形のタイプである。短辺側の側面を敲打しているが、半分欠損している。

両者とも石材は砂岩である。
J

磨石（第23図31～37）

磨石は石器全体の3．1％の10点が出土しており、敲石と共用している2点を合計すると、12点である。

石材はすべて砂岩である。31は長さと幅の比が3：2で、平面形が楕円形のタイプである。36・37は長

さと幅がほぼ等しく、平面形が円形で、断面は楕円形のタイプである。この2点以外は半分欠如など欠

損品である。
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表2　遺跡出土石器観察表

番号 グ リッ ド 器　　 種 最 大長 （cm） 最 大 幅 （皿） 最 大厚 （皿） 重量 （g ） 石　　 質 備　　 考

1 A －　4 打 製 石 嫉 1．4 1．2 ・ 0．4 0．4 完形 品

2 A －　4 打 製 石 嫉 1．1 1．7 0．3 0．4 チ ャー ト 完形 品

3 A －　4 打 製 石 金族 1．6 1．6 1．3 0．3 チ ャー ト 完形 品

4 A －　4 打 製 石 嫉 1．6 1．2 0．3 0．4 チ ャー ト 完 形 品

5 A －　4 打 製 右 膝 2．2 1．5 0．5 0．9 完 形 品

6 A －　4 打 製 石 金族 2．0 1．6 0．3 0．6 チ ャー ト 完 形 品

7 A －　4 打 製 右 膝 2．0 1．8 0．3 1．0 チ ャー ト 完 形 品

8 A －　4 打 製 石 嫉 2．6 1．6 0．4 1．2 片 脚部 欠

9 A －　4 打 製 石 鍍 1．9 2．0 0．4 1．2 チ ャー ト 両 脚部 のみ

10 A －　4 打 製 石 金族 3．1 2．1 0．3 1．8 チ ャー ト 胴一部 ・片脚 部欠

11 A －　4 打 製 石 嫉 1．5 1．6 0．4 0．9 チ ャー ト 完 形 品

12 A －　4 打 製 石 金族 1．7 1．5 0．4 0．6 完 形 品

13 A －　4 打 製 右 膝 2．7 2．4 0．5 2．2 石　　 英 片脚 部欠

14 A －　4 打 製 石 金族 3．1 1．9 0．4 1．8 チ ャー ト 片脚 部欠

15 A －　4 打 製 右 膝 3．2 1．7 0．4 ．1．5 完形 品

16 A －　 2 打 製 石 鍍 3．0 1．7 0．5 1．7 両 脚 部欠

17 A －　 4 打 製 石 金族 2．0 1．5 0．4 0．8 完 形 品

18 A －　 4 打 製 石 金族 1．5 1．4 0．3 9・6 完 形 品

19 A －　 4 打 製 石 金族 2．6 1．3 0．3 1．2 チ ャー ト 完 形 品

20 A －　 4 剥　 片　 嫉 1．9 1．2 0．2 0．3 完形 品

21 A －　 4 尖頑 状 石 器 2．0 2．1 0．5 1．6 チ ャー ト 片 端 邸欠

22 A －　 4 尖頑 状 石 器 3．1 2．4 0．7 5．3 チ ャー ト 片端 部欠

23 A －　 4 尖頭 状 石 器 3．1 ‘1．4 0．6 2．5 チ ャー ト 完 形 品

24 A －　 2 石　　　 錐 4．0 1．5 0．6 3．5 基 部 欠

25 A －　 4 磨 製 石 嫉 3．3 3．1 0．5 3．7 完 形 品

26 A －　 2 スクレイパー 9．3 5．5 0．7 50

27 A －　 4 砥　　　 石 10．9 5．2 4．2 440 砂　　 岩 両 端 部欠

28
A －　 2

A －　 4
凹　　　 石 7．9 7．5

2．3

0．7
200 砂　　 岩 完形 品

29 A －　 2 敲 （磨 ） 石 9．6 8．1 4．2 500 砂　　 岩 完形 品

30 A －　 4 敲 （磨 ） 石 4．6 5．4 3．7 122 砂　　 岩 半 分欠

31 A －　 4 磨　　 石 10．6 8．5 5．5 740 砂　　 岩 完形 品

32 A －　 2 磨　　　 石 11．7 4．8 6．3 432 砂　　 岩 半分 欠

33 A －　 4 磨　　　 石 10．4 6．3 5．2 468 砂　　 岩 半分 欠

34 A －　 4 磨　　　 石 9．7 4．1 5．4 3 14 砂　　 岩 半分 欠

35 A －　 4 磨　　　 石 6．9 7．5 5．6 404 砂　　 岩 ％　 欠

36 A －　 4 磨　　　 石 6．8 7．8 4．3 356 砂　　 岩 若干 欠

37 A －　 2 磨　　　 石 6．5 5．7 4．2 ． 220 砂　　 岩 完形 品
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第4節　平安時代以降の遺構と遺物

A－2・4区で土錘は出土したが、掘立柱建物等の遺構は検出されなかった。またB地区では竪穴状の落

ち込みは検出されたが、竪穴住居としては認定できなかった。またB地区の東端部付近で五輪塔が一ヶ所に

集積されていた。

（1）竪穴状遺構

B区で検出された竪穴状遺構の規模は927cmX312cm＋aで深さ10cmと非常に浅い。柱穴・焼土・硬

化面などが検出されておらず、竪穴住居としては認定が難しい。遣物としては須恵器の高台付椀・へラ

切り杯・土錘2が出土した。

（2）土　　鍾

土錘はA－4区から13点出土しており、すべて土師質で、筒状をしている。2は長さ3．6cm、幅1．35

cm、孔径0．39cm、重さ6．0gである。6は長さ4．80cm、幅1．50cm、孔径0．29cm、重さ10．2gである。こ

の2点以外は端部を欠如している。法量は表3のとおりで、平均は幅1．44cm、孔径0．37cmである。

「三

（∋
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ll

iI

ll

＝

3 廿
F）

作
○

第24国　土鍾実測図

表3　土鍾法量表

No． 出 土 区 長　 さ （cm ） 径 （cm） 孔 径 （皿） 重 （g ） 備　　 考

1 A 4 － E 5．0 5＋α 1．6 5 0．4 0 12．0＋α 端 部 欠

2 A 4 － E 3．6 0 1．3 5 0．39 6．0 完　 形

3 A 4 －W 4．7 0＋α 1．5 5 0．30 11．8＋α 端 部 欠

4 A 4 4．2 0＋α 1．3 0 0．3 5 5．0＋α 端 部 欠

5 A 4 4 ．1 0＋α 1．4 0 0．2 8 8．0＋α 端 部 欠

6 A 4 4 ．8 0 1．5 0 0．2 9 1 0．2 完　 形

7 A 4 5．3 0＋α 1．5 5 0．3 9 1 2．0＋α 端 部 欠

8 A 4 4 ．9 0 1．1 5 0．4 3 7．0＋α 端 部 欠

9 A 4 4 ．6 0 1．3 0 0．3 8 7．0＋α 端 部 欠

10 A 4 4．45＋α 1．6 0 0．3 5 12．0＋α 端 部 欠

11 A 4 3．70＋α 1．6 0 0．4 3 9．0 両 端 部 欠

12 A 4 3．80＋α 1．6 5＋α 0．5 2 4．5＋α 端 部 欠

13 A 4 3．80＋α 1．3 5 0．2 8 6．0＋α 端 部 欠
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第5節　ま　と　め

早日渡遺跡は、アカホヤ下層の縄文時代早期に営まれた遺跡であり、集石遺構が5基検出された。

縄文早期の土器群のうち押型文土器が主体であり、楕円押型文土器・山形押型文土器がほぼ半数出土して

いる。次いで多いのが撚糸文土器であり、縄文土器は少数である。貝殻条痕文土器は非常に少数である。

なおA－4では12回に分けて遺物の取り上げを行った。その結果、楕円押型文土器は649点（40．5％）、山

形押型文土器は481点（30．0％）、撚糸文土器は382点（23．9％）、縄文土器は42点（2．6％）、格子目押型文土

器は14点（8．7％）であり、押型文土器が圧倒的である。撚糸文土器は全時期にわたって押型文土器と共伴し

ているが、縄文土器は3回目からである。遺物の量としては6回目と8回目にピークがあり、7回目を除く

とすべて楕円押型文土器が主流で、次いで多いのが1・2・5回目が撚糸文土器で、残りはすべて山形押型

文土器である。

表4　縄文土器取り上げ回数毎状況表

回 目

文 様
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

● 楕 円 押 型 文 21 7 71 60 33 75 48 91 68 44 69 62 649

■ 山 形 押 型 文 11 3 53 52 20 68 56 72 39 30 39 38 481

○ 撚　 糸　 文 20 6 46 41 26 41 49 53 30 19 32 19 382

▲ 縄　　　 文 0 0 2 10 4 5 7 3 4 3 2 2 42

原　　　 体 0 0 1 1 0 2 0 0 0 0 2 0 6

△ 格　 子　 目 0 0 0 1 1 5 4 0 1 1 0 1 14

合　　 計 52 16 174 165 86 203 165 222 146 98 146 128 1，601

以上のように押型文土器は外面は縦方向の押型文、内面は横方向の押型文の下位に原体条痕を施し、口縁

部が外反する下菅生B式土器、外面に粗大化した縦方向の押型文を、内面には長大化した原体条痕を施し、

口縁部が外反する田村式土器である。

集石遺構は5基検出されたが、すべて掘り込みを有するタイプである。

当遺跡から出土した石器320点を用途別に分類すると、打製石嫉253点（79．1％）・尖頭状石器52点（16．3

％）などの狩猟用具が95．3％、磨石10点（3．1％）・敲石2点（0．6％）などの植物調理用石器が4．7％、スク

レイパー1点（0．3％）・砥石1点（0．3％）・凹石1点（0．3％）であり、狩猟具偏重という縄文時代早期の一

般的傾向を示している。

遺跡からは出土石器総数の79．1％を占める253点の石鋲が出土した。完形品が91点で全体の36．0％を占め、

欠損品のうち全体の27．3％の69点が片脚部の欠損、残りは先端部欠損が16点（11．3％）、両脚部欠損が12点

（8・5％）、先端・片脚部欠損と半分欠損が11点（7．8％）である。石鉱の重量は0．5～1．0gが44点（48．4％）と

多く、次いで0～0．5gが29点（31．9％）、1．0～1．5gが10点（11．3％）である。長さ1．1～2．3cm、幅1．0～2．1cm

の範囲にほぼ収まる。平均は長さ1．7cm、幅1．6cm、0．8gである。形態はすべて凹基無茎鉱で、その中でも

基部の挟りが非常に深い鍬型錐が主体である。石材はチャートが81．4％、砂岩が39．5％、黒曜石3．6％で、

チャートが主体である。

尖頭状石器は尖頭石器、円基式石嫉などと呼ばれる一群で、基部は多くは円基である。遺跡からは出土石
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器総数の16．3％を占める52点の尖頭状石器が出土した。石材はチャートが96．2％も占めている。

なお石材としては打製石鉱の81．4％・尖頑状石器の96．2％はチャートが、磨石は砂岩が多く使用されてお

り、器種による石材の選択が行われている。

今回の発掘調査によって県北部の縄文時代早期の様相が部分的であるが明らかになると伴に、隣接地の大

分県を含めた東九州を踏まえて比較的検討する資料を得ることができたのはひとっの成果であった。
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